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三
国
友
好
登
山
の
準
備
を
終
え
て

実
行
委
員
長

八
八
年
一
月
下
旬
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
三
国

の
総
隊
長
が
集
り、

総
指
揮
部
会
を
開
い

て
、

準
備
の
総
括
と
具
体
的
登
山
活
動
に
つ

い
て
打
合
せ
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
昨
年
二
月
下
旬
、
北
京
に
お
い

て
調
印
さ
れ
ま
し
た
三
国
友
好
登
山
の
議
定

書
に
定
め
ら
れ
た

、

各
国
の
匹
任
分
担
事
項

に
つ
い
て
各
々
報
告
が
行
な
わ
れ、

最
終
的

な
確
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、

三
国
が
分
担
し
た
賀
任
事
項
の

概
要
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ

・

中
国
領
土
、
サ
ガ
ル
マ

タ

・

ネ
パ
ー
ル
領
土
の
各
々
の
ル
ー
ト
を
提

供
す
る
中
国
と
ネ
パ
ー

ル
は
ホ
ス
ト
国
と
し

て
、

登
山
活
動
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
領
土

内
に
お
け
る
宿
泊

、

輸
送

、

食
料
な
ど、

ベ

ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
設
営
を
含
め
て
の
便
宜
供

与
の
万
全
を
期
す
べ
く
準
備
し
て
お
り
ま

す
。
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い
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て
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計
然
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国
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ま
す
と

、

中
国
と
ネ

．
ハ

•
り
｀
’
三
海
北
自
第
創
こ
会
三
三
図
高
報
追
訃
会
新
お

年
月

ヘ
ル
が
友
好
登
山
実
現
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定
通
り
買
任
を
果
す
こ
と
が
出
来

、

そ
の
隊
に
積
極
的
に
協
力
し

、

国
境
を
オ
ー
プ
ン

和
年
昭

荷
の
一
部
は
カ
ト
マ
ン
ズ

、

北
京
に
到
対
い
し

、

山
頂
の
T
V
中
継
に
も
取
組
ん
だ
と
い

号
4
8
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た
し
ま
し
た
。
う
こ
と
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
史
上
、
初
の
交

5
1和

第
昭

準
備
完
了
の
ご
報
告
を

、

喜
び
を
込
め
差
縦
走
と
い
う
記
録
以
外
の

、

歴
史
的
な
側

て
、

会
員
の
皆
様
に
行
な
え
る
こ
と
を
幸
せ
面
に
も
深
い
意
義
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ

に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
り
ま
す
。

議
定
担
に
は

、

こ
の
友
好
登
山
の
ビ
ジ
ョ
そ
し
て

、

こ
の
計
画
に
日
本
が
深
く
か
か

ン
が
打
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が、

準
備
を
わ
っ
て
来
た
必
然
性
も

、

極
く
当
り
前
の
こ

通
じ
、
そ
れ
が
肉
付
け
さ
れ

、

ボ
リ
シ
ー
が
と
の
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

策
定
さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。
で
は
以
下

、

隊
の
編
成

、

物
資
、
経
費
予

初
の
三
国
平
等
友
好
登
山

、

初
の
国
境
を
箕
の
概
要
を
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

越
え
て
の
交
差
縦
走、

初
の
世
界
最
高
峰
か
一

、

隊
の
編
成
（
会
報
・
昨
年
十

一月
、

5
0
9

ら
の
衛
星
T
V

生
中
継
。
こ
れ
ら
は
三
国
友
号
参
照
）

好
登
山
の
目
的
と
し
て

、

当
初
よ
り
大
き
く

1
3本
隊
総
員
一
0
四
名
（
登
山
・

五
一

掲
げ
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
山
頂
に
お
け
る
衛
名、

T
V
•

四
0
名
、
新
聞
・

ニ
ニ
名
）
。
こ

星
T
V
生
中
継
が

、

交
差
縦
走
の
登
山
活
動
の
う
ち
登
山
隊
五
一
名
に
つ
い
て
は
、
会
報

と
併
列
し
、
目
的
の
両
輪
と
し
て
明
記
さ
に
て

、

一
部
を
除
き
三
九
名
発
表
い
た
し
て

れ
、
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
中
に
組
込
ま
れ
た
お
り
ま
す
の
で
、
残
る
隊
員
に
つ
い
て
お
知

こ
と
は
、
ヒ

マ
ラ
ャ
登
山
史
上
初
の
こ
と
で
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

あ
り

、

将
来
に
向
け
多
く
の
示
唆
を
含
む
こ
登
は
ん
隊
員
に
つ
き
ま
し
て
は

、

昨
年
四

日
本
は

、

北
・

南
両
サ
イ
ド
の
ベ
ー

ス
キ

ャ
ン
プ
以
上
の
装
備
・

食
福
・

酸
素
・

燃

料
・

医
療
な
ど
の
三
国
分
の
物
資
の
調
達、

な
ら
び
に
登
山
の
基
本
的
な
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク

ス
と
、

両
国
の
準
備
に
対
す
る
経
済
援
助
な

ど
で
あ
り
ま
し
た
。

日
本
に
係
わ
る
責
任
分
担
事
項
が
重
大
で

あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
り
ま
し
た
が
、

共
催
者
の
ご
支
援
と
今
ま
で
に
培
っ
た
ヒ
マ

ラ
ヤ
高
所
登
山
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
経
験
者
を

中
心
と
し
た
隊
員
の
尽
力
に
よ
っ
て
無
事
予

大
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月
面
接
以
降
、
侯
補
隊員
の
う
ち
、
登
山
事

故
、
病
気
、
仕
事
の
都
合
な
ど
数
々
の
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

登
山
に
見

合
っ
た
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
を
揃
え
、
こ

こ
に

最
終
の
編
成
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

▽
総
顧
問
・

桜
内
義
雄
ス
ボ
ー
ツ
諮
員
連
盟

会
長

、

後
援
総
顧
問
・
小
林
与
三
次
読
売
新

聞
社
々
長

、

N
T
V

会
長
。

▽
登
山
隊
本
部
1
1

名
誉
総
隊
長
・
橋
本
龍
太

郎

(
5
0
)

、

総
隊
長
・

今
西
寿
雄
(
7
3
)

、

副

総
隊
長
・

大
塚
憐
美
(
6
3
)
、
本
部
秘
書
長
・

神
崎
忠
男
(
4
7
)

、

留
守
本
部
長
・
鈴
木
郭
之

(
5
6
)

。

〔
北
側
〕
記
録
・
小
池
英
雄
(
2
8
)
。
▽
装

備
・
高
橋
省
吾
(
2
4
)

。

▽
医
療
•

平
田
和
男

(
3
4
)
京
大
医
、
増
山
茂

(
3
9
)
千
葉
大

医
。
▽
気
象
・

宮
田
夜
二
(
4
8
)
広
島
女
子

大
、
神
園
泰
比
古

(
3
7
)
。
▽
通
訳
・

長
谷

川
清
一
(
3
2
)

。

〔南
側
〕
輸
送
・

加
藤
智
二
（
切）
゜
▽医

療
・

鈴
木
尚
(
4
4
)
金
沢
医
大

、

忽
滑
谷
和

孝
(
2
6
)
慈
恵
医
大
。

な
お
、
T
V

・

報
道
隊
の
う
ち
会
員
は
次

の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

▽
T
V

隊
1
1
隊
長
・

岩
下
莞
爾
(
5
2
)
、
頂上

撮
影
・

中
村
進
(
4
1
)
、
頂
上
撮
影・
中
村
省

爾

(
4
5
)
、
報
道
記
者・
智
片
健
二
(
2
9
)

、

頂

上
撮
影
・

大
西
宏
(
2
5
)

▽
新
聞
報
道
隊
1
1
隊
長
・

岡
島
成
行
(
4
4
)

記
者

、

迫
田
泰
敏
(
4
3
)
記
者

、

写
真
·

鯵

坂
青
青

(
5
5
)

•••••••••

•••••••••••••
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"
海
外
の
山

ア
ン
・

リ
タ
の
最
初
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
頂
は
、
八
三
年
五
月
、
~

ア
メ
リ
カ
隊
の
シ
ェ
ル
パ
と
し
て
だ
っ
た
。

四
人
の
ア
メ
リ
カ
人

i

と
頂
上
に
立
っ
た
当
時
三
十
五
歳
の
元
気
者
は

、

一
次
隊
で
無
酸
一

一
頂
上

の
静
寂

素
登
頂
し
た
だ
け
で
な
く

、

十
日
後
の
第
三
次
ア
タ
ッ
ク
に
も
ウ

i

i

―
一
年
ニ
ヵ
月
ぶ
り
の
登
頂
。

さ
て
、
ど
の
山
か
わ
か

り

ま
す
ェ
ル
ズ
、
バ
ス
の
二
人
の
リ
ッ
チ
な
五
十
男
と
て

っ

ぺ
ん
を
め
ざ
~

i
か
？
ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
こ
と
だ
ろ
う

、

と
し
、
八
五
四

0
"こ
で
断
念
し
て
い
る
。
~

一
即
座
に
言
え
る
人
は
よ
ほ
ど
日
頃
か
ら

熱
心
に
山
登
り
の
記
録
を
翌
八
四
年
十
月
に
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
隊
に
同
行
、
南

i

i
追
っ
て
い
る
ヒ
マ
人
に
違
い
な
い
。
稜
か
ら
や
は
り
無
酸
素
で
頂
上
に
立
っ
た
。
こ
の
時
の
登
頂
者
の

i

i

以
前
こ
の
コ
ラ
ム
で
も
書
い
た
こ
と
だ
が

、

一
九
八
五
年
＋
月

一
人
、
プ
ソ
ト
カ
は
五
十
歳
で
、
七
九
年
の
G

・
シ
ュ
マ
ッ
ツ
~

i
三
十
日

、

日
本
の
植
村
直
已
物
語
撮
影
隊
の
七
人
が
南
東
稜
か
ら
（
西
独
）
の
最
高
令登
頂
記
録
を
塗
り
か
え
た
が

、

下
山
中
ク
レ

i

i
登
頂
し
て
世
界
最
高
峰
登
頂
者
の
数
を
つ
い
に
二
百
人
台
と
し
ヴ
ァ
ス
に
落
ち
て
死
亡
し
た

。

~
た
。
そ
の
後
も
い
く
つ
も
の
隊
が
挑
戦
し
て
い
る
が
、
ネ
パ
ー
ル
三
回
目
は
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
山
史
上
最
多
の
十
七
人
の
登
頂
者

i

i
側
か
ら
は
以
来
頂
上
に
立
っ
た
人
間
は
実
は
出
て
い
な
か
っ
た
。
を
出
し
た
八
五
年
春
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
隊
で
あ
る
。
こ
の
時
も
ア
ン

~

i

昨
年
十
二
月
二
十
二
日

、

韓
国
の
ホ
・
ヨ
ン
ホ
（
許
永
浩
）
が

・
リ
タ
は
当
然
の
如
く
酸
素
を
使
わ
ず
、
し
か
も
終
始
ト
ッ
プ
にi

i
シ
ェ
ル
パ
の
ア
ン
・

リ
タ
と
共
に
東
南
稜
か
ら
冬
季
第
四
登
を
成
立
っ
て
二
次
隊
メ
ン
バ
ー

と
し
て
登
頂
を
果
た
し
た
。
同
じ
日
に

i

~
功
さ
せ
、
最
近
に
な
く
長
く
続
い
て
い
た
頂
上
の
静
寂
を
破
っ
登
っ
た
仲
間
の
ス
ン
ダ
レ
は
、
何
と
四
度
目
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登i

i
た
。

も
っ
と
も
、
北
面
の
中
国
側
か
ら
は
八
六
年
八
月
一―-+
1
3、

頂
で
あ
り
、
再
度
頂
き
を
ね
ら
っ
た
五
十
五
歳
の
米
実
業
家

、

デ

~

i
ス
イ
ス
の
ロ
レ
タ
ン
、
ト
ロ
ワ
イ
エ
の
ペ
ア
が
北
壁
日
本
山
岳
会
ィ
ッ
ク
・
パ
ス
の
執
念
の
登
頂
と
共
に
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
登
山i

i
ル
ー

ト
を
往
復
四
十
四
時
間
と
い
う
驚
異
的
な
ス
ピ
ー

ド
で
登
っ
だ
っ
た

。

i
て
お
り
、
純
粋
に
頂
上
に
人
が
立
た
な
か
っ
た
時
間
は
一
年
三
ヵ
そ
し
て

、

今
回
の
冬
季
無
酸
素
登
頂
で
あ
る
。

自
分
の
肺
と
心

i

i
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
臓
で
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
四
度
も
登
っ
て
し
ま
う
人
間
が
現
れ
た
こ
~

i

文
字
通
り
四
季
を
通
じ
て
各
国
隊
が
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
と
ス
と
を
私
達
は
軽
く
考
え
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
。
シ
ェ
ル
パ
だ
か

i

i
タ
イ
ル
で
挑
戦
し
続
け
て
い
る
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
で
あ
る
。
毎
年
二
ら
、
仕
事
で
や
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
と
い
う
、
今
も
し
ば
し
ば
耳
~

i
つ
や
三
つ
の
隊
は
必
ず
登
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
が
ち
だ
が
、
そ
に
す
る
荒
っ
ぽ
い
言
い
方
で
こ
う
し
た
行
為
を
く
く
る
こ
と
は
、

i

一
う
で
も
な
か
っ
た
。

一
年
以
上
登
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
七
三
年
発
想
の
役
し
さ
を
露
呈
す
る
だ
け
だ
ろ
う
。

i

i
十
月
、
日
本
の
第
二
次
R
C
C

隊
の
石
黒
久
、
加
藤
保
男
が
登
っ
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
世
界
第
二
の
高
峰
、

K
2

も
多

~

~
た
後
、
七
五
年
五
月
、
日
本
女
子
隊
の
田
部
井
淳
子
、
ア
ン
・

ツ
く
の
挑
戦
は
あ
る
が

、

こ
の
一
年
余
り
登
ら
れ
て
い
な
い
。
気
象i

i
ェ
リ
ン
が
登
る
ま
で
の
プ
ラ
ン
ク
以
来
の
こ
と
だ
。

ネ
パ
ー

ル
の
の
悪
さ
な
ど
種
々
の
原
因
が
あ
る
だ
ろ
う
が、
山
々
が
沈
黙
の
時

i

i
登
山
家
、
ア
ン
・
リ
タ
の
活
躍
が
こ
の
中
で
印
象．

つ
け
ら

れ
る
。
を
持
つ
の
も
悪
く
は
な
い
気
が
す
る
。
（

江
本
嘉
伸
）

i

海
外
の
山
・
・
・
・
・
・
・

­

•••••••••
•••••
•••••••
••••••••••
••••••
••••••••
•••••••
••••••••••••••••••••••• 
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1987 年 I 2}] 31 日現在の収支柑出

収入 支 ：I；

k売鋲旧社 110.oss.ooo I 12 月 31 日ま での

日木テレピ 1110,066,280 I 111鍋経ft

111,J. 11.219,951 

その陀 ･9,637,800 現金

．．＂．．．．．五ぶ．9. ．；五：’；ii99 9 | • • . 9 t 

Jl75,763.H5 

175,Z15,586 
--------------------
JZS0,979,031 

没”'錨経nr'I訳

1) 日木山岳会阻当讚臼1"t V54.137.522-

2) 中ID . ネパール1U"”t HS,S70,709・

3) l3木囚内m務代 り29,851.88◄·

4) 対外交渉" 1̀3,203,330ｷ 

合 計 ･175,763.HS-

※以ttlJ1.金

手 IIち現金 ･1.344.062 

協れ1楕1i ･7 3,87 1, 5 1 4 

,t Y75.2 l 5,586 

こ
の
問
題
を
科
学
的
に
解
明
す
る
た
め
、

弘
前
大
学
の
研
究
者
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た

「
美
し
い
八
甲
田
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査

団
」
か
ら

、

同
じ
よ
う
な
問
題
を
か
か
え
て

い
る
北
海
道
自
然
保
護
協
会
に
も
協
力
を
求

め
ら
れ
た
の
で

、

私
は
十
月
上
旬
現
地
調
査

に
参
加
し
、
ま
た
十
一
月
下
旬
の
同
調
査
団

の
中
間
報
告
会
で
報
告
を
う
か
が
う
と
と
も

に
、

私
の
見
解
も
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い

最
近
十
和
田
国
立
公
園
の
北
八
甲
田
山

に
、

大
規
模
な
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
計
画
が
浮
上

し
、

大
規
模
な
自
然
破
壊
が
憂
慮
さ
れ
て
い

る
。

た。ここにその概要を記したい。ク私は既設の八甲田ロープウェイで田モャチ茂蒟岳に登り、赤倉岳、井戸岳を経て大岳にいたるコースを調査したが、とくに井戸岳南斜面の登山道の崩落、土石流、大岳頂上周囲の裸地のひろがりには一驚を禁じ得なかった。牧田肇教授はこのロープウェイが昭和四十二年に建設されて以後の、井戸岳と大岳の裸地の変透を航空写真をもって追跡した結果、それらの裸地の面積が、年々拡大しつつあることがはっきりと示され、さらにハイマツ帯や高山植物帯が
北

八

甲
田

山
ロ

I 

プ
計 ゥ
画 ェ
をイ

め建
< ̀ 至叔凡

八
つ

木て

健

二
、
物
資
（
登
山
隊
の
荷
物
）
八
七
年
十
二
月
一

二
十

一
日
現
在
の
収
支
の
な
お
、
現
在
も
募
金
活
動
中
で
す
。
資
増
加
は
当
初
の
予
想
を
可
成
り
オ
ー
パ
ー

酸
素

、

高
所
登
山
靴
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
直
明
細
は
別
表
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
経
喪
の
点
に
つ
い
て
特
記
事
項
と
し
て
申
す
る
見
通
し
が
見
え
て
来
ま
し
た
の
で
、
装

送
。

A
M
P
ボ
ン
ベ
を
北
京
へ
二
0
0
本

、

▽
収
入
合
計
、
二
億
五
千
九
十
七万
九
千
三
し
添
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
担
当
各
係
の
備
、
食
福
な
ど
稼
極
的
に
物
品
寄
贈
依
頼
を

カ
ト
マ
ン
ズ
ヘ
一
四
八
本
各
々
直
送
済
み
。
十

一
円
努
力
に
よ
っ
て

、

物
品
寄
贈
と

、

物
と
人
の
各
方
面
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

他
の
殆
ん
ど
の
隊
荷
は
船
便
に
て、

中
国
向
▽
支
出
合
計

、

一
億
七
千
五
百
七
十
六
万
三
輸
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
金
額
に
換
箕
し
て
約
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

し

け
は
天
津
か
ら
北
京
へ
、
ネ
パ
ー
ル
向
け
は
千
四
百
四

十
五
円
七
千
万
円
の
寄
付
と
援
助
を
頂
き
ま
し
た
。
た
こ
と
は
、
係
り
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が

カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
陸
送
で
カ
ト
マ
ン
ズ
ヘ

、

▽
残
高
現
金

、

七
千
五
百
二
十
一
万
五
千
五
今
回
の
三
国
友
好
登
山
が
前
述
い
た
し
ま
大
で
あ
り
ま
す
が

、

J
A
C

の
信
用
と
、
各

他
の
一
方
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
で
空
路
力
百
八
十
六
円
し
た
よ
う
に
、
国
レ
ベ
ル
の
登
山
事
業
と
な
位
の
ご
支
援
と
温
い
ご
理
解
に
よ
る
も
の
で

ト
マ
ン
ズ
ヘ
、
各
々
昨
年
十
二
月
か
ら
今
年
▽
末
払
い
分
支
払
い
予
定
額
、
七
千
二
百
万
り
、
「初
」
の
つ
く
国
境
越
え
の
交
差
縦
走
、
あ
る
こ
と
は言
を
待
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
登
山

一
月
に
か
け
船
出
し
済
み
で
、
共
に
無
事
各
円
衛
星

T
V

生
中
継
、
電
送
原
稿
送
り
な
ど
、
に
よ
せ
る
各
方
面
の
強
い
関心
と
ご
支
援
の

々
の
地
点
に
到
滸
し
て
お
り
ま
す
。
▽
登
山
隊
予
備
金
、
約
四
千
万
円
プ
ラ
ン
の
重
厚
味

、

そ
れ
に
つ
れ
て
人
員
の
大
き
さ
を
今
更
の
よ
う
に
痛
感
し

、

深
く
お

日
本
側
の
物
資
の
総
位
は
約
六
九
トン（
登
こ
れ
は
、
募
金
に
て
充
当
い
た
し
ま
す
。
自

然
増
な
ど

、

見
切
れ
ぬ
部
分
が
多
く、

物
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

山
•
四
0
、

T
V

・
ニ
八
、
新
聞
・
一
）
に

▽
募
金
情
況
は
（
一
月
十
八
日
現
在
）
二
千

な
り
ま
し
た
。

九
百
七
十
万
円
。

三
、

経
費
・

予
箕
会
員
お
よ
び
企
業
募
金
の
入
金
済
み
、
な

（
支
払
い
予
定
に
つ
い
て
）
ら
び
に
申
込
済
み
の
合
計
で
あ
り
ま
す
。

(3)  
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次
第
に
オ
オ
パ
コ
な
ど
の
雑
草
に
お
き
か
え

ら
れ

、

最
後
に
完
全
な
裸
地
と
な
っ
て
ゆ
く

状
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
多
く
の
学

生
を
動
員
し
て
の
登
山
者
数
の
測
定
か
ら
年

間
の
大
岳
登
山
者
が
約
一
万
七
千
名
と
推
定

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

二
万
人
以
下
の
登
山
者

で
八
甲
田
山
は
許
容
黛
を
上
ま
わ
っ
た
オ
ー

パ
ー
ユ
ー
ス
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

と
こ
ろ
で
今
度
の
計
画
を
見
る
と、

酸
ヶ

湯
か
ら
大
岳
頂
上
を
経
て
田
代
平
に
い
た
る

延
長
七
・

ニ
専
。
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
引
き
、

四
つ
の
大
き
な
駅
を
つ
く
り
、
年
間
百
万
人

を
こ
え
る
観
光
客
や
ス
キ
ー
ヤ
ー
を
招
く
と

す
る
の
で
あ
る
。
二
万
人
の
登
山
者
で
病
み

果
て
て
い
る
八
甲
田
が
そ
の
と
き

、

ど
の
よ

う
に
痛
め
つ
け
ら
れ
る
か
想
像
に
難
く
な

い
。
し
か
も
こ
の
コ
ー
ス
の
四
分
の
三
は
原

則
的
に
は
、

道
路
や
建
築
物
を
一
切
認
め
な

い
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
域
に
わ
た
っ
て

い
る
。
何
と
い
う
無
謀
な
計
画
で
あ
ろ
う
。

こ
の
法
的
困
難
を
見
越
し、

「
整
備
に
対

し
て
の
許
認
可
が
得
ら
れ
や
す
い
よ
う
に
」

事
業
は
青
森
県
を
主
体
と
し、
地
元
資
本
の

参
加
を
求
め
る
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
を
と
る

と
す
る
が

、

そ
の
間
に
大
手
観
光
資
本
の
影

が
見
え
熙
れ
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
自
然
環

境
の
保
全
に
資
任
を
負
う
べ
き
県
当
局
が、

率
先
し
て
大
規
模
な
自
然
破
壊
に
手
を
貸
す

こ
と
は
黙
視
し
得
な
い
。

さ
ら
に
北
八
甲
田
山
は
明
治
時
代
二
百
余

名
の
命
を
蒋
っ
た
か
の
八
甲
田
遭
難
で
も
よ

自
然
は
子
孫
か
ら
借
り
て
い
る

（自
然
保
護
随
想
）

円
高
ド
ル
安
に
象
徴
さ
れ
る
急
激
な
為
替
変
動
に
対
応し
切
れ

な
い
で
、
一
部
の
産
業
は
人
員
合
理
化
や
多
角
経
営
を、

ま
た
日

本
経
済
は
貿
易
摩
擦
解
消
の
た
め
に、

輸
出
依
存
体
質
脱
却
と
内

需
拡
大
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
国
際
競
争
力
が
な
く
な
っ
た
製
造
部

門
の
海
外
シ
フ
ト
に
よ
る
産
業
の
空
洞
化
は
、
雇
用
不
安
を
も
た

ら
し

、

こ
の
解
消
と
内
術
拡
大
の
期
待
を
担
っ
て、

昨
年
六
月
に

総
合
保
養
地
域
整
備
法
が
公
布
さ
れ
た
。
リ
ゾ
ー
ト
地
域
法
と
も

呼
ば
れ
、

過
疎
地
な
ど
の
地
域
振
興
も
目
的
の
一
っ
と
言
う
。

し
か
し
自
然
保
護
の
立
場
か
ら
見
る
と、

こ
の
法
律
の
問
題
点

は
、

開
発
の
対
象
と
な
る
地
域
が
『
良
好
な
る
自
然
条
件
を
備
え

た
相
当
規
模
の
地
域
に
ス
ボ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な

ど
を
整
備
す
る
』
点
に
あ
る
。
す
で
に
北
は
大
雪
山
系
か
ら、

南

は
沖
縄
ま
で

、

全
国
で
百
五
十
ヵ
所
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
が
申

請
を
準
備
中
と
い
わ
れ
て
い
る
。

昨
年
七
月
に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
『
釧
路
湿
原
』
の
美
し

い
景
銀
が
見
渡
せ
る
岬
を
、
大
手
の
観
光
企
業
が
買
い
占
め
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
国
立
公
園
の
特
別
保
護

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

、

と
く
に
冬
期
間

の
悪
天
侯
は
き
び
し
い
が
、

そ
こ
に
地
理
不

案
内
な
多
数
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
を
送
り
込
む
こ

と
の
危
険
性
に
対
し

、

ど
の
よ
う
に
対
処
し

よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

観
光
事
業
は
豊
か
な
自
然
を
永
続
さ
せ、

こ
れ
と
賢
明
な
共
存
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ

て
、

は
じ
め
て
安
定
し
た
繁
栄
を
望
み
う

地
区
を
含
め
て

、

い
く
つ
も
の
景
勝
地
が
ロー
プ
ウ
ェ
イ
、
リ
フ

ト
を
設
備
し

、

大
規
模
の
リ
ゾー
ト

地
と
し
て
開
発
を
計
画
し
て

い
る
の
も
問
題
だ
。

こ
の
開
発
計
画
に
は
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
業
ば
か
り
で
な
く、

苦

境
に
あ
る
造
船
業
や
大
手
鉄
鋼
会
社
ま
で
参
入
を
狙
っ
て
営
業
活

動
を
強
化
し
て
い
る
。
雇
用
不
安
に
怯
え
る
不
況
製
造
業
の
社
員

が
地
域
開
発
に
寄
せ
る
希
望
や
心
情
を
想
う
と
、
自
然
保
護
は
ど

う
あ
る
べ
き
か

、

ジ
レ
ン
マ
に
落
ち
入
る
。

し
か
し
計
画
中
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
目
指
す
理
想
の
姿
が
、
箱

根
や
軽
井
沢
、
伊
豆
で
あ
る
ら
し

い
と
い
う
の
で
は
困
る
。
そ
し

て
芸
の
な
い
こ
と
に
テ
ニ
ス

、

ゴ
ル
フ
、

豪
華
な
ホ
テ
ル
、
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ

、

リ
フ
ト
で
あ
る
。
日
本
中
の
『
良
好
な
自
然
条
件
を

備
え
た
地
域
』
が

、

同
じ
よ
う
な
保
養
地
に
な
っ
て
喜
ぶ
人
が
い

る
と
も
思
え
な
い
。

冒
頭
の
『
自
然
は
子
孫
か
ら
借
り
て
い
る
』
は
、

山
陰
支
部
の

小
西
毅
氏
か
ら
教
わ
っ
た
言
莱

、

F
A
0

(
国
連
食
料
漿
業
機

関
）
の
『
大
地
を
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
子
孫
か
ら
借
り
て

い
る
』
か
ら
借
用し
た
。
今
月
の
会
報
に
載
っ
て
い
る
自
然
保
護

標
語
の
『
次
代
に
残
そ
う
美
し
い
山
と
渓
』
も
同
じ
意
味
だ
が
、

リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
関
係
者
に
お
願
い
が
あ
る
。
美
し
い
日
本
の
自

然
を

、

そ
の
ま
ま
子
孫
に
引
き
継
い
で
貰
い
た
い
。
（
関
塚
貞
亨
）

る
。
近
視
眼
的
に
目
前
の
利
を
追
う
の
あ
ま
元
良
治
行
森
中
央
短
大
教
授
）
を
中心
に

、

り

、

貨
重
な
自
然
を
喰
い
物
と
す
る
が
ご
と
こ
の
愚
か
な
計
画
に
対
す
る
反
対
の
気
運
が

き
こ
と
は
厳
に
戒
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
高
ま
っ
て
い
る

。

し
か
し
経
済
構
造
改
革
に

い
ま
青
森
県
内
に
は
「美
し
い
八
甲
田
山
よ
る
農
林

・

酪
農
・
漁
業
等
の
低
迷
と
リ
ゾ

を
子
供
た
ち
に
／
．

県
民
の
会
」
（
会
長
秋

ー
ト

法
な
ど
に
よ
る
観
光
優
先
の
風
潮
な
ど

;
 

残
そ

(4 ) 



* 

（自
然
保
護
委
員
会
よ
り
）

八
甲
田
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
建
設
問
題
に
つ

い
て
は
、
昨
年
二
月
に
美
し
い
八
甲
田
を
子

供
た
ち
に
／

県
民
の
会
理
事
長
蒔
苗
政
儀

氏
が
ル
ー
ム
に
見
え
ら
れ
、
関
塚
理
事、

池

）
田
、
国
見
の

一＿
一
名
が
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

可認
委
員
会
と
し
て
も
自
然
破
壊
の
問
題
個
所
と

し
て
マ
ー
ク
し
て
い
ま
す
。

物便

昨
年
お
話
を
聞
い
た
段
階
で
は
、
現
行
の

郵種三
国
立
公
園
地
域
の
地
種
区
分
別
行
為
規
制
に

よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
計
画
が
実
現
す
る
は

算
。9

一

ず
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
ご
指

. 3

摘
の
よ
う
に
リ
ゾ
ー

ト
法
の
施
行
な
ど
も
あ

. 8

っ
て
状
況
は
変
っ
て
来
た
と
判
断
し
て
い
ま

8
 

1
9
す
。

1
3

委
員
会
の
本
年
度
の
事
業
と
し
て
、
問
題

5
 地
域
に
委
員
が
分
担
し
て
現
地
調
査
を
し
実

U

情
を
把
握
し
た
う
え
、
委
員
会
で
対
応
を
決

か
ら
見
る
と
、
こ
の
計
画
を
徹
回
さ
せ
る
の

に
は
か
な
り
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

万
一
こ
の
計
画
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
事

態
と
な
れ
ば
、
他
地
域
の
国
立
公
園
の
保
全

に
も
暗
い
影
を
投
ず
る
こ
と
に
な
る
。
わ
れ

わ
れ
は
何
と
し
て
も、
こ

の
無
謀
な
計
画
を

阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
山
岳
会
の
自
然
保
護
委
員
会
を
始

め
、
会
員
諸
氏
の
応
援
を
切
に
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
る
。（

北
海
道
自
然
保
護
協
会
会
長

北
大
・

東
北
大
名
誉
教
授
）

熊
本
支
部
の
支
部
結
成
三
十
周
年
を
祝
う

記
念
集
会
が
、
去
る
十
一
月
十
四
、
十
五
の

両
日
、
南
阿
蘇
の
高
森
町
で
開
催
さ
れ
た
。

幸
い
天
候
に
も
恵
ま
れ

、

今
西
会
長
は
じ

め
、

東
京
、
京
都、

関
西
、
山
陰

、

お
よ
び

九
州
各
地
か
ら
五
十
一
名
が
出
席
し
て
盛
大

に
行
な
わ
れ
た
。

十
四
日
は
午
後
五
時
か
ら
、
根
子
岳
を
間

近
に
望
む
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
で
記
念
晩
餐

会
が
催
さ
れ
た
。

祝
宴
は
元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
河
上
会

員
の
司
会
で
進
行
。
は
じ
め
に
西
沢
支
部
長

が
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ、

今
後
と
も
ご
指

森
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
挨
拶
し
た

あ
と
、
今
西
会
長
が
挨
拶
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

も
熊
本
支
部
の
益
々
の
発
展
を
期
待
し
ま
す

と
の
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

次
い
で
熊
本
出
身
で
も
あ
る
斎
藤
京
都
支

部
長
が

、

熊
本
時
代
の
想
い
出
を
ま
じ
え
て

創
立
十
周
年

記
念
集
会熊

本
支
部

め
て
い
く
方
法
を
と
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

八
甲
田
も
そ
の
個
所
に
入
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
八
木
さ
ん
が
ご
調
査
に
な
っ
た
八

甲
田
調
査
団
中
間
報
告
も
蒔
苗
氏
よ
り
送
っ

て
い
た
だ
き
拝
見
し
て
お
り
ま
す。

（国
見
利
夫
）

早
期
の
天
山
山
脈
、
殊
に
ハ
ン

・
テ
ン

(8
)
G
.
 M
e
r
z
b
a
c
h
e
r
 :
 Th
e
 C
e
n
,
 

tral T
i
a
n
'
S
h
a
n
 M
o
u
n
t
a
i
n
s
.
 
1
9
0
5
.
 

〔目
録
番
号
⑯
〕

* 

(7
)
C
h
•
Hud

so
n 

&
 E
.
S
•K
e
n
ne
、

d
y
 :
 Wh
e
r
e
 
T
h
e
re's
 a
 
W
i
l
l
,
 

T
h
e
r
e、s

a
 W
a
y,
 a
n
 A
s
c
e
n
t
 
o
f
 

M
o
n
t
 B
l
a
n
c
,
 b
y
 a
 n
e
w
 r
o
u
t
e
 

a
n
d
 w
i
t
h
o
u
t
 g
u
i
d
e
s.
 
1
8
5
6
.
 

〔目
録
番
号
⑱
〕

言
う
ま
で
も
な
く
ア
ル
プ
ス
の
古
典
の

―
つ
で
あ
り
、
先
述
の
本
会
山
岳
図
書
展

覧
会
目
録
に
も
詳
し
い
説
明
が
付
さ
れ
て

い
る
。
『
先
縦
者
』
中
に
も
勿
論
取
り
あ

つ
か
わ
れ
、
同
裕
対
一
六
0
ペ
ー
ジ
の
挿

画
は
本
書
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
る
。一
＿
二

0
年
前
刊
行
の
本
だ
け
に
、
私
が入
手
し

た
当
時
か
ら
破
損
が
や
や
ひ
ど
い

。

（
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
の
「
山
岳
図
書
を
語

る
タ
ベ
」
で
望
月
氏
が
お
話
し
に
な
っ
た
本
に

つ
き
、

改
め
て
同
氏
に
解
説
を
お
顧
い
し
た
も

の
で
す゚
ー

図
甚
委
員
会
）

〔目
録
番
号
⑳
〕

こ
こ
に
改
め
て
説
明
す
る
必
要
も
な
い

H
J

の
創
刊
号
。
約
十
年
位
前
丸
善
で
初
B
I
J

の
復
本

期
の
十
五
冊
(
V
o
l
•
l
~
v
o
l
.
1
5
)
 

刻
版
が
作
成
さ
れ
た
の
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ルのこ

を
所
持
し

な
く
て
も
、
内
容
を
読
む
こ
と
r

〔目
録
番
号
⑯
〕

シ
ョ
ー
は
ヤ
ン
グ
ハ

寸

ス
パ
ン
ド
の
伯
父

さ
ん
で

、

英
国
人
で
極
め
て
早
期
に
支
那

ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
入
っ
た
一
人
で
あ
る
。

こ
の
本
の
挿
絵
は
写
真
版
で
な
く
、
ま
だ

淡
彩
の
銅
版
画
が
用
い
ら
れ
て
い
て
古
雅

な
趣
き
が
あ
り

、

ま
た

T
u
r
k
i
s
t

a
n

の

綴
り
も
古
い
形
の
T
8
r
k
i
s
t
a
n
と
な
っ

て
い
た
と
思
う
。

(1
0
)
H
i
m
a
la
y
a
n
 J
o
u
r
na
l
 vol. 1
.

 

1
9
2
9
 

グ
リ
付
近
の
探
検
で
は
最
も
重
要
な
文
献

の
一
っ
。
折
込
み
地
図
は
美
し
い
印
刷
で

あ
る
。
こ
の
本
も
今
で
は
珍
ら
し
い
部
類

で
、

深
田
文
庫
目
録
に
も
載
っ
て
い
な

、
。
し(9
)

R
o
b
e
r
t
 
S
h
a
w
 :
 Vi
sits 
t
o
 

H
i
g
h
 
T
a
r
t
a
r
y,
 Y
a
r
k
a
n
d
,
 a
n
d
 

K
a
sh
g
a
r
,
 
1
8
7
1
-

望
月
達
夫

第
二
十
五
回

「
こ
の
一
本
展
」
で
の
展
示
図
書
に
つ
い
て

(
II.
 

(5) 
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挨
拶
さ
れ
た
後

、

八
八
年
春
の
三
国
友
好
登

山
に
参
加
す
る
熊
本
支
部
の
馬
場
会
員
が
出

席
者
に
紹
介
さ
れ

、

北
側
隊
長
と
し
て
参
加

す
る
斎
藤
支
部
長
と
共
に、

会
場
か
ら

激
励

を
受
け
た
。
続
い
て
権
藤
福
岡
支
部
長
の
音

頭
で
乾
杯

、

和
や
か
な
宴
会
に
移
っ
た
。

立
食
式
の
宴
席
は

、

久
し
振
り
に
顔
を
合

わ
せ
た
会
員
の
歓
談
で
熱
気
に
溢
れ

、

焼
酎

の
グ
ラ
ス
を
片
手
に
、
山

の
歌
あ
り

、

民
謡

あ
り
と
、

時
間
を
忘
れ
て
盛
り
上
が
っ
た
。

予
定
し
て
い
た
時
間
も
過
ぎ
て
、
最
後
に

魚
本
宮
崎
支
部
長
の
発
声
で
万
歳
三
唱
し
て

お
開
き
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
宿
の
一
室

を
借
り
て
の
二
次
会
は
夜
が
更
け
る
ま
で
続

い
た
。

翌
十
五
日
は
根
子
岳
東
峰
(
-
四
0
八

＂
い
）
へ
の
記
念
登
山
。
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村

か
ら
見
た
根
子
岳
は、

熊
本
名
勝
百
景
の
第

一
位
に
選
ば
れ
て
お
り
、
朝
日
に
染
ま
る
森

快
な
根
子
岳
の
雄
姿
に
、
早
朝
か
ら
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
音
が
醤
く

。
宿
舎
前
の
広
場
で
、
熊

本
支
部
の
本
田
会
員
に
よ
る
阿
蘇
の
山
に
つ

い
て
の
案
内
の
あ
と
、
八
時半

、

車
に
分
乗

し
て
出
発
。
十
五
分
ほ
ど
で
登
山
口
へ
。
晩

秋
と
は
思
え
な
い
小
春
日
和
の
な
か、

ラ
ク
ダ
色
に
染
っ
た
急
な
尾
根
を
登
る

こ
と

一
時
間
半
で
頂
上
に
到
着
。

一
ー
等

三
角
点
の
狭
い
頂
上
で、

今
西
会
長
の

音
頭
で
乾
杯
゜

好
天
に
恵
ま
れ
た
頂
上
か
ら
の

眺
望

は
実
に
雄
大
で
、
視
界
を
さ
え
ぎ
る
も

の
は
な
く
、

九
重
、

祖
母
・
傾

、

九
州

背
梁
と
、
次
々
に
九
州
の
山
々
が
見
渡

せ
、
遠
来
の
会
員
に
満
足
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
。

＿
一
時
、
全
員
無
事
に
登
山
口
に
下
山

し
た
と
こ
ろ
で

盛
大
な
拍
手
の
う
ち
に

解
散
。

ま
た
の
再
会
を
約
し

て
、

記
念

誌
と
記
念
品
を
手
に
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
途

に
つ
い
た
。

今
回
の
記
念
集
会
に
あ
た
っ
て
は

、

――
-＋
名
足
ら
ず
の
小
世
帯
の
支
部
ゆ

え
、
な
に
か
と
行
き
届
か
ぬ
こ
と
も
あ

J

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
最
初
の

展本
四
冊
(\
'O
l
.l
~
v
o
l
.
 4
)
は
、

そ
の
後
の

の
も
の
と
表
紙
も
内
容
の
紙
質
も
違
っ
て
い

尺
る
。
然
し
復
刻
版
で
は
同
じ
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
点
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
、
敢
て
こ
こ
に
取
り
出
し

た
。
因
に
H
J

の
コ
ン
プ
リ
ー

ト

・

セ
ッ

ト
（
完
全
揃
）
は
極
め
て
少
な
く
、
わ
が

国
に
も
五
部
以
上
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。

深
田
文
庫
目
録
で
も

一
冊
の
欠
本
が

あ
る
。

私
の
は
、
初
期
の
も
の
は
田
辺
主

計
氏
か
ら

譲
り
う
け
、
戦
中
戦
後
の

一
一
冊

は
K
·

メ
イ
ス
ン
か
ら
贈
与
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

(1
1
)
E
v
e
r
e
st, 
A
 
G
u
i
d
e
 
t
o
 
t
h
e
 

C
l
i
m
b
.
 
(折
り
た
た
み
式
）

〔目
録
番
号
⑭
〕

ハ
ン
ト
隊
に
よ
る
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
初
登

頂
後
、
間
も
な
く
出
版
さ
れ
た
ェ
ヴ
ェ
レ

ス
ト
登
山
の
簡
単
な
ガ
イ

ド
プ
ッ
ク
。
当

時
ず
い
分
気
の
早
い
出
版
も
あ
る
も
の
だ

な
、
と
思
っ
て
求
め
た
記
憶
が
あ
る
。

ェ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
頂
を
述
べ
た
三0
ペ

ー
ジ
の
絵
入
り
本
と
し
て
W

•
N
o
y
c
e&
 

R. 
T
a
yla
r
 :
 Ev
e
re
s
t
 is
 c
l
i
m
be
d
 (A
 

P
affin 
P
ict
u
re
 B
8
k
)
.
 1
9
5
4

.

〔目
録

番
号
⑲
〕
と
い
う
の
も
あ
る
の
で

、

ご
参

以
上
の
他
に
二
、
三
付
言
し
て
お
き
た

い
。
⑯
の

C
a
p

.

A
l
e
x
.
 Ge
r
a
r
d
 :
 Ac
,
 

c
ou
n
t
 o
f
 
K
8
n
a
w
u
r
 
in
 t
he
 H
i
m
a
,
 

la
y
a
.
 1
8
4
1
.は
私
の
も
っ
て
い
た

ヒ
マ

ラ
ャ
文
献
で
は
一
番
古
い
も
の
だ
っ
た
と

思
う
（
約

一
五
0
年
前
の
刊
行
）
。
⑯
T
·

H
o
ld
i
c
hの
本
は
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
研
究

者
に
は
閑
却
で
き
ぬ
文
献
。
ワー
ク
マ
ン

夫
妻
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
・

カ
ラ
コ
ル
ム
の
主
著

五
冊
⑮
＠
＠
＠
®
が
完
備
し、

さ
ら
に

G

J

の
抜
刷
り
⑭
が
あ
る
が

、

こ
れ
ら
は
榎

谷
氏
旧
蔵
本
。

⑭
は
深
田
文
庫
目
録
に
も

見
ら
れ
な
い
。

®
l

⑯
の
「ジ
ャ

ー

ナ
ル
」

十
一
冊
は
S
S
A

F

発
行
の
も
の
だ
が
、

発
行
年
月
が
極
め
て
不
定
期
だ
っ
た
た
め

か
、

十
一
冊
し
か
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
に

も
拘
わ
ら

ず
、

完
備
し
て
い
る
の
は
珍
し

い
。
深
田
文
庫
に
も
欠
本
が
あ
っ
た
。
現

在
集
め
る
の
は
至
難
で
あ
ろ
う
。
⑲
の
タ

イ

ム
ズ
特
集
号
は
ハ
ン
ト
隊
の
エ
ヴ
ェ
レ

ス
ト
初
登
頂
直
後
の
も
の
で
、
こ
れ
も
現

在
で
は
古
本
市
場
で
も
お
目
に
か
か
れ
な

、

。

L
V
 

」
（終
）

V
~
9

9,
4
,
,＇，＇
，
＇
，
＇，＇
，9
,
9
,＇l「
こ
の

一
本
展
」

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
参
加
者

（
東
京
）
今
西
寿
雄
、
鳥
居
亮
、

参
加
さ
れ
た
皆
様
方
に
は
改
め
て
厚
く
御
礼
岡
沢
祐

吉
。
（京
都
）
斎
藤
惇
生

、

高
島
法

申
し
上
げ
ま
す
。

男
。
（
関
西
）
入
谷
浩
右、

片
岡
浜
子
。
（
山

考
ま
で
に
付
記
し
て
お
く
。

(6 ) 
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喪
中
の
た
め
本
年
の
山
行
日
数
大
幅
に
減

一（晩
餐
会
の
返
償
用
は
が
き
の
中
か
ら
会
員

の
皆
さ
ん
の
近
況
等
を
紹
介
し
ま
す。

紙
面

の
都
合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
も

多
数
あ
り
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い。

ー
—
総
務
委
員
会
）

〔
前
月
号
か
ら
のつ
づ
き
〕

* 
会

員

通

信

陰
）
井
上
豊
重
。
（
福
岡
）
権
藤
太
郎

、

権

藤
ヒ
ロ
子

、

吉
村
健
児
、
田
代

実
、
商
尾

徳
繁

、

高
尾
タ
カ
。
（
東
九
州
）
窪
田
祥
三

郎
、
加
藤
英
彦

、

阿
南
寿
範

、

清
水
巌
、

内
田
正
人
、
太
田
哲
典

、

安
井
康
夫
、
荒
金

通
子
。
（
宮
賄
）
魚
本
定
良
、
宮
下
広
次
、

児
玉
信
子

、

富
永
チ
ェ
子

、

古
市
幸
子
、
伊

藤
博
夫
。
（
熊
本
）
奥
野
正
亥

、

西
沢
健
一
、

馬
場
猛
、
馬
場
千
代
子、

宮
崎
豊
喜

、

佐
藤

光
俊

、

石
井
久
夫、

本
田
誠
也
、
多
田
隆

峰
、

田
上
敏
行
、
和
仁
古
昇、

大
木
野
徳

敏
、

菊
池
更
生
、
門
脇
愛
子

、

川
端
浩
文、

大
木
野
マ
ツ
子
、
河
上
洋
子
、
藤
木
孝一、

鶴
田
佐
知
子
、
誦
口
格
、
樋
口
洋
子
、
馬

場
博
行、

前
田
辰
男
。

（田
上
敏
行
）

こ
の
道

、

お
茶
の
水
時
代
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
山
荘
風
の
ク
ラ

プ
ル
ー
ム
に
入
っ
た
ら
、

一
番
先
に
眼
に
入
っ
た
の
が
、
本
棚
に

ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
た
山
の
本
で
あ
っ
た
。
山
の
本
集
め
に
丁
度
一

人
悦
に
入
っ
て
い
た
時
で
あっ
た
が
、

早
速
「
山
岳
」
の
創
刊
号

か
ら
と
終
戦
ま
で
の
会
報
か
ら、

韓
国
に
お
け
る
登
山
記
録
資
料

報
告
等
を
十
日
間
か
か
っ
て
複
写
し
た
。

私
の
山
と
の
出
会
い
は
中
学
校
の
時
か
ら
だ
から、
と
う
に
四

十
年
は
過
ぎ
て
い
る
。
山
登
り
を
始
め
、
山
の
本
を
読
み

、

ジ
ャ

、
、
、
、
、
、
、

ン
コ
ス
ト
に
ほ
れ
た
り

、

メ
ル
ク
ル
に
ハ
ッ
パ
を
か
け
ら
れ
た
り

し
な
が
ら
、
勇
し
い
気
持
に
も
な
っ
た
。
し
か
し、

田
部
重
治
さ

、
、
、
、
、
、

ん
の

「山
と
渓
谷
」
を
読
ん
で
か
ら
は
す
っ
か
り
哲
学
者
気
取
り

の
山
登
り
に
陶
酔
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
山
の
本
に
も

凝
っ
て

、

今
ま
で
、

ず
い
分
集
め

、

そ
の
た
び
に
喜
ん
で
い
る
。

あ
の
当
時
J
A
C

の
日
高
信
六
郎
会
長
に
頼
み、

三
田

、

折
井

、

交
野
、
深
田

、

そ
し
て
田
部
重
治
さ
ん
を
囲
ん
で
談
笑
し
た
思
い

出
は
忘
れ
ら
れ
ぬ
回
想
と
な
っ
た
。

山
の
本
で
あ
る
が

、

特
に
韓
国
の
山
に
対
す
る
資
料
は
非
常
に

乏
し
い
。
根
掘
り
葉
掘
り
年
代
的
に
集
め
よ
う
も
の
な
ら
大
変
で

あ
る
。
今
ま
で
に
問
違
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
登
山
史
確
立
の
た

め
に
も
、

資
料
と
本
は
蒐
集
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と、

一
人
決

心
し
て
努
力
し
た
も
の
で
あ
る
。

神
田
の
古
本
屋
で
思
い
が
け
な

く
め

く

っ
た
古
雑
誌
や
会
報
等
で、

ヒ
ョ
ッ
コ
リ
韓
国
の
山
登
り

記
録
に
あ
り
つ
い
た
喜
び
は、

幽
林
の
中
で
み
つ
け
た
美
し
い
山

景
色
の
発
見
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

ー
つ
の
山
に
は
絶
頂
が
あ
っ
て
、
登
頂
す
れ
ば
下
山
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し

、

本
集
め
と
い
う
の
は
頂
点
も
な
け
れ
ば

孫
慶
錫
（
韓
国
山
岳
会
長
）

山
と
本
と
J
A
C

と
…

完
登
も
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

一
九
七
五
年
代
か
ら
韓
国
隊
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
進
出
記
録
も
忙
し
く

な
り
、
八
0
年
代
か
ら
は
冬
季
だ
け
で
七、

八
隊

、

年
間
五
〇
隊

以
上
の
海
外
登
山
記
録
が
続
出
す
る
有
様
で
あ
る
。
国
内
で

、

当

年
の
全
記
録
文
献
を
集
め
る
の
も、

大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

ま
た

時
折

、

国
外
で
の
論
評
を
期
待
し
て
、
山
渓、

岩
と
雪

、

岳
人
等

を
探
し
て
も

、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
隊
に
比
べ
て
韓国
隊
の
記
録
はど
う

い
う
こ
と
か
乏
し
い
。
残
念
で
あ
る
。
何
と
か
韓
国
内
で
年
鑑
の

よ
う
な
綜
合
文
献
の
発
行
を
と、

迫
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
折
、
計

ら
ず
も
山
岳
文
献
資
料
展
示
会
を
開
催
し
よ
う
と
の
呼
び
か
け
が

あ
っ
て

、

か
け
巡
っ
た
あ
げ
く
、
約
一
万
に
近
い
、
世
界
の
山
苔

が
ソ
ウ
ル
で
公
開
展
示
さ
れ
た
。
そ
の
中
で、

日
本
の
山
書
は
三

分
の
二
に
近
い
数
が
あ
り

、

六
十
代
近
い
人
々
以
外
に
も
読
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
分
っ
た。

ま
た
い
ず
れ
は
復
刻
さ
れ
る
べ
き
朝
鮮

王
朝
時
代
の
稀
暇
本
も
あ
っ
て
、
韓
国
登
山
史
照
明
へ
の
意
義
あ

る
企
画
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
機
縁
で
山
杏
会
が
創
立
さ
れ

、

二
年

前
に
会
長
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

引
受
け
て
し
ま
っ
た
以
上
は
何
か
結
実
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

古
書
店
街
を
た
ん
ね
ん
に
歩
き
廻
っ
た
が
、
韓
国
に
つ
い
て
の
山

書
、

登
山
関
係
文
献
は
あ
ま
り
見
当
ら
な
か
っ
た
。
今
のJA
C

の
ハ
チ
割
れ
そ
う
な
凪
の
図
害
室
を
の
ぞ
い
て
み
て、

う
ら
や
ま

し
い
と
思
う
が、

年
期
が
違
う
。
韓
国
山
忠
会
報
に
こ
の
よ
う
な

雑
文
で
も
害
く
予
定
で

、

あ
れ
こ
れ
の
ぞ
い
て
お
っ
た
ら

、

早
速

こ
の
文
か
ら
書
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

い
ず
れ
ソ
ウ
ル
に
常
設
の
山
の
魯
と
賓
料
等
の
展
示
館
を
開
設

し
よ
う
と
思
う
。

そ
の
道
は
絶
頂
の
な
い
遠
い
道
の
り
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

東
京
で
こ
ん
な
時
よ
く
相
談
に
の
っ
て
頂
い
た
折
井
さ
ん
も

、

ま
た
深
田
さ
ん
も
今
は
幽
界
に
お
ら
れ
る
。
ま
た、

思
い
出
の
残

る
そ
の
山
荘
も
な
い
。
つ
き
な
い
思
い
出
と
山
の
本
だ
け
が
残
っ

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
道
は
今
な
お
遠
い
。

(7 ) 
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少
し
て
三
十
日
前
後
か
。
海外
遠
征
も
結
構

れ
今
回
も
欠
席
で
す
。

だ
が
も
っ
と
地
に
つ
い
た
活
動
も
活
発
化
出
宮
城

・

伊
達
篤
郎
（
五
一
五
四
）

来
ぬ
や
。
埼
玉
・

柴
田
篤
志
（
四
九
三二
）
＊

＊
今
夏

、

初
め
て
上
高
地
の
山
研
を
使
用
し

昨
年
以
来
”
独
眼
竜
政
宗
“
に
追
い
回
さ
会
員
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
つ

く

づ
く
感
じ

r
 

•••• 
,．三
国
合
同
登
山
隊
事
務
局
だ
よ
り
・
，

...

....

............

.......

...................

......

........

..... 

i

総
隊
長
・
隊
長
会
議
（
カ
ト
マ
ン
ズ
に
て
）

i

一
月
一
一
十
四
日
ー
ニ十七
日
の
四
日
間

、

三
国
友
好
登
山
隊
の

i
最
終
会
議
が

、

カ
ト
マ
ン
ズ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
中
国
側
は

i
史
占
春
主
席
以
下
四
名
、
日
本
側
は、

橋
本
龍
太
郎
名
誉
総
隊

i
長
、

今
西
寿
雄
総
隊
長
ほ
か

、

報
道
を
含
め
て
九
名
が
参
加
し

た゚
i

儀
典
の
問
題
、
北
京
総
指
揮
部
と
現
地
登
山
隊
長
と
の
関
係

~
等
、
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ
に
関
係
す
る
基
本
的
事
項
の
討
議

、

さ
ら

こ
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ス

・

装
備
・

食
福
等
の
実
務
的
問
題
の
最
終
打

i
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
。
今
西
会
長
、
大
塚
副
会
長
は
実
務
会
談
に

~
終
始
さ
れ

、

種
々
の
問
題
に
つ
い
て
最
終
合
意
に
到
達
す
る
こ
と

i
が
で
き
た
。
橋
本
名
誉
総
隊
長
は、

各
関
係
政
府
諸
機
関
を
精
力

~
的
に
訪
問
さ
れ
、
本
登
山
隊
へ
の
ネ
パ
ー

ル
側
の
全
面
的
協
力
体

i
制
も
で
き
上
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
山
岳
協
会
の
友
情
に
満
ち
た
歓
迎

一
行
事
の
数

、々

現
地
大
使
館
を
は
じ
めJ
A
C
カ
ト
マ
ン
ズ
支
部

i
(？
）
の
心
こ
も
る
歓
迎
等
に
よ
っ
て
会
鏃
は
友
好
裡
に
箱
を
閉

~
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。

i

第
回
登

山
委

員
会

i
日
時

i
場
所

二
月
六
日
午
後
六
時

ホ
テ
ル
・

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

（湯
浅
道
男
）

日

時
二
月
六
日
午
後
六
時

場
所
ホ
テ
ル

・

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

（式
次
第
）

開
会
の
辞
前
副
会
長
山
田
二
郎

総
隊
長
挨
拶
今
西
寿
雄

壮
行
の
辞

、

登
山
隊
総
顧
問
桜
内
義
雄

”
登
山
隊
後
援
総
顧
問
小
林
与
三
次

祝
辞
中
華

人
民
共
和
国
大
使
章
曙

.

.
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.

.

.

.
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.

.

.
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出
席
者
桜
内
義
雄

、

橋
本
龍
太
郎

、

小
林
与
三
次
、
高
木
盛

i

久
、

漆
一
戸
靖
治
、

加
藤
博
久

、

川
上
末
太
郎

、

鎌
田
久

、

澤
村
幸

i

蔵
、

西
堀
栄
一一
一郎
、

今
西
寿
雄

、

渡
辺
兵
力
、
山
田
一
一郎
、
大
塚

i

博
美

、

ほ
か
実
行
委
員
会
事
務
局
員

~

議
事
議
長
に
今
西
委
員
長
を
選
任
し

第
一
回
登
山
委
員
会
の
決

i

定
に
も
と
づ
く

実
行
委
員
会
経
過
報
告
が
、
大
塚
実
行
委
員
長
に

i

よ

っ
て
な
さ
れ
た
。
特
に
隊
員
決
定
経
過

、

予
算
の
実
施
状
況
を
一

中
心
に
細
か
く
報
告
さ
れ
た
。
若
干
の
質
疑
が
な
さ
れ
た
後、

委

i

員
全
員
が
異
諮
な
く
こ
れ
を
了
承
。
続
い
て、

今
後
の
実
行

、

特

~

に
登
山
活
動
に
つ
い
て

、

各
顧
問
か
ら、

安
全
に
登
山
が
完
了
す

i

る
よ
う
に
注
意
が
あ
り
、

さ
ら
に
読
売
、
日
本
テ
レ
ビ
側
か
ら

~

は
、

報
道
体
制
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ、

な
ご
や
か
な
内
に

i

委
員
会
を
終
了
し
た
。

（橋
本
清
）

i

一
国
友
好
登
山
隊
壮
行
会

た
次
第
。
東
京
・

小
沢
武
麿
（
五
六
六
五
）

* 

十
月

、

家
人
親
類
等
を
連
れ
て
十
五
年
振

り
で
上
高
地
へ
行
き

、

山
研
に
初
め
て
泊
ま

り
島
田
老
に
暖
か
く
も
て
な
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
た
す
ら
自
分
の
山
行
に
専
念
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
過
日

、

望
月
達
夫
さ
ん
の
ご
紹

介
で
昨
年
ご
入
会
の
橋
本
行
雄
さ
ん
と
摺
古

木
山
頂
上
に
て
お
逢
い
し
ま
し
た
。
以
来、

十
一
月
八
日

、

六
甲
全
山
縦
走
（
三
回
目
）

を
新
記
録
に
て
達
成
。

兵
庫
・

羽
田
英
彦
（
七
一
ー
ニ
）

* 

士
曜
会
で
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。
諸
兄

の
ご
出
席
を
熱
望
。

東
京
・

名
児
耶
達
男
（
六
0
七
五
）

* 

冬
の
走
り
込
み
を
充
分
に
し
て

、

ト
ラ

イ

ア
ス
ロ
ン
歴
三
年
目
の来
年
を
目
指
し
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

静
岡
・

久
保
田
保
雄
（
六
二
七
0
)

* 

ヽ
ノ

京
都
で
の
全
国
集
会
に
は
今
西
会
長
、
村
8

木
副
会
長
外
幹
部
の
方
々
が
参
加
し
て
い
た
（

だ
き
盛
大
か
つ
楽
し
く
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

皆
様
方
に
は
尽
力
の
ほ
ど
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
七
十
六
歳
で
す
が
京
都
集
会
で

は
比
良
に
登
り
ま
し
た
。

京
都
・
太
田
徳
風
（
六
八
四

一
）

* 

十
一
月
五
日

、
七
十
年
振
り
に
剣
山
に
登

り

墓
参
し
て
き
ま
し
た
。

北
海
道
・

一
原
有
徳
（
六
＝
二
七
）

* 東
京
・

橋
村
一
豊
（
五
八
ーニ
）

* 



山 513-1988 • 3 ｷ 20 （第三種郵便物認可）

祝
辞
ネ
パ
ー
ル
国
大
使
代
理
モ
ハ
ン

•

K
・

シ
ュ
レ
ス
タ

祝
辞
登
山
委
員
会
顧
問
柳
川
党
治

乾
杯
日
本
テ
レ
ビ
社
長
病
木
盛
久

登
山
計
画
の
概
要
（
説
明
）
実
行
委
員
長

・

大
塚
博
美

隊
員
紹
介
北
側
登
山
隊
員
、
南
側
登
山
隊
員
、
読
売
新
聞
社
報

道
登
山
隊
員
、
日
本
テ
レ
ビ
報
道
登
山
隊
員
。

謝
辞
登
山
隊
名
誉
総
隊
長
橋
本
龍
太
郎

1
1

日
本
山
岳
会
名
誉
会
員
西
堀
栄
三
郎

閉
会
の
辞
日
本
山
岳
会
副
会
長
村
木
澗
次
郎

以
上
の
よ
う
な
式
次
第
に
て
行
な
わ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
会
に

は
登
山
隊
員
な
ら
び
に
報
道
隊
員
の
全
隊
員
の
出
席
と
関
係
協
力

社
の
方
々
、
読
売
新
聞
社
、
日

本
テ
レ
ビ
、
山
岳
会
関
係
者
の
方

々
が
出
席
さ
れ
た
。
出
席
者
は
三
百
二
十
人
を
数
え
、
盛
大
に
行

な
わ
れ
た
。

壮
行
会
で
は
、
中
国
、
ネ
パ
ー
ル
、
日
本
の
三
国
の
友
好
と
協

力
が
強
く
求
め
ら
れ
、
か
つ

、

無
事
に
下
山
し
て
登
山
が
終
了

し
、
成
功
裡
に
完
結
す
る
こ
と
を
誓
い、

な
ご
や
か
な
う
ち
に
閉

会
す
る
。

第
九

回
総
合
準
備
会

日
時
二
月
七
日
午
前
十
時
。

場
所
日
本
テ
レ
ビ
大
会
議
室

今
回
の
総
合
準
備
会
を
も
っ
て
最
終
と
な
る
た
め、

全
隊
員
が

出
席
し
、
午
前
＋
時
に
開
会
。
最
初
に
南
側
登
山
隊
長
の
湯
浅
よ

り
経
過
報
告
が
細
か
く
な
さ
れ、
ひ
き
つ
づ
き
北
側
登
山
隊
長
の

橋
本
よ
り
、
読
売
新
聞
社
、
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
と
の
共
催
に
よ

る
三
社
間
の
契
約
等
に
関
す
る
注
意
事
項
なら
び
に
日
本

、

中

国
、

ネ
パ
ー
ル

、

三
国
平
等
の
原
則
に
よ
る
基
本
的
な
話
し
合
い

が
行
な
わ
れ
た
。

大
塚
実
行
委
員
長
か
ら
は

、

先
の
登
山
委
員
会
で
全
隊
員
が
承
i

認
さ
れ
た
こ
と

、

出
発
ま
で
残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
が、

宿
題
i

を
残
さ
ず

、

必
ず
か
た
づ
け
て
出
発
す
る
よ
う
注
意
が
あ
っ

た
。
一

午
後
か
ら
は

、

医
療
開
係
の
説
明
で
、
総
括
隊
長
の
斉
藤
ド
クi

が
行
な
っ
こ
。

特
に
登
攀
隊
長
の
重
広
か
ら
は、

出
発
に
当

i

タ
ー

t

っ
て
、
と
題
し
て
日
本
を
出
て
か
ら
帰
る
ま
で
の
細
か
い
注
意
が

i

な
さ
れ
た
。

今
後
の
予
定
と
し
て

[

北
側
本
隊
は
二
月
二
十
二
日
出
発

、

南
側
先
発
は
二
月
二
十
四

i

日
出
発
、
南
側
本
隊
は
一
二
月
九
日
出
発、
北
側
後
発
は
三
月
十
七

i

日
出
発
。

以
上
の
予
定
に
て
い
よ
い
よ
登
山
隊
は
出
発
い
た
し
ま
す
。

i

一
三国友好
合
同
登
山
会
員
募
金
応
募
者

ご
芳
名
＿

i

（
二
月
十
五
日
現
在
、
一
口
五
千
円）

i

(
―
ニ
ロ
）
若
林
啓
之
助
。
(
l
o
口
）
加
藤
治
男
。
（
六
口
）

i

飯
野
亨
。
（
五
口
）
後
藤
幹
次
、
加
藤
喜

一
郎
。
（
四
口
）
松
丸

i

秀
夫
、
蒲
生
明
登
、
岡
村
治
信

、

村
木
富
士
、
杉
山
イ
タ
ル
。

i

（
ニ
ロ
）
山
県
一
雄

、

青
木
巌

、

石
坂
久
忠、

百
瀬

一茂
、
藤
井

i

信
、
中
村
純
二
、
武
田
益
太
郎、

長
尾
悌
夫

、

土
肥
正
毅
、
杉
田

i

博
、
高
田
真
哉、
小
原
和
睛
、
加
藤
節
子

、

石
井
忠
雅

、

阿
部
慎

一

二
、

松
井
哲
雄
、
四
手
井
靖
彦

、

中
川
公
夫
、
島
田
秀
夫
、
峰
尾

i

勝
美
、
有
馬
純
、
野
呂
邦
彦

、

茂
木
義
明
、
上
野
和
之
。
(
l
.
i

四
口
）
阿
部
明
義
。

(
-
口
）
国
分
恒
司
郎

、

小
野
利
次

、

安
藤

i

治
、
小
貰
伸
一

、

沼
田
敏
彦

、

野
田
憲
一
郎
、
水
谷
弘
治
、
鳥
海

一

宜
和

、

本
橋
淳
次
、
秋
山
知
也
、
大
久
保
孟
、
佐
藤
芳
久
、
角
田

i

啓
蔵

、

井
後
幸
太
郎
、
木
野
光

一
郎
、
山
根
爾
、
柴
山
勝
士

、

韮

一

沢
庸
昭
、
佐
々
木
幸
雄

、

米
村
文
比
古

、

堀
江
真
理
子

、

石
崎
睛

一

一
郎
。

〔累
計
一
、
六
八
六
．
ー

ニ
ロ
。

六
七
二
名
。

金
額
八
、
四
＿
＿
＿i

0
、
六
0
0
円
〕

三
国
合
同
登
山
隊
事
務
局
だ
よ
り
，
..... 

、2

,
•
9
9
9
9
9

、

... 
‘, ......... 

,
 

••.. 

,
 

... 

,
 
.. ,
 
.. ,
 

.. 
,
 

............ 

,
·
·
會..........
........

..........

.............

.......

....................

....................................... 

現
在
九
O
K
g。

七
五
K
gを
越
す
頃
よ
り
徐

々
に
山
行
か
ら
遠
ざ
か
り、

今
は
た
だ
眺
め

て
い
る
だ
け
。
成
人
病
と
闘
い
体
調
を
調
整

中
。

宮
城
・

政
嘉
秀
一
（
七
四
九
三
）

* 

現
在
地
不
明
の
ま
ま
雪
中
ビ
バ
ー
ク
し
た

り
沢
の
増
水
で
流
さ
れ
か
け
た
屋
久
島
。
ニ

十
年
ぶ
り
で
宮
之
浦
岳
を
め
ざ
し
た
も
の

の
、

豪
雨
に
た
た
ら
れ

、

む
し
ろ
サ
バ
サ
バ

し
た
気
分
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
一
周
道
路

の
改
良
だ
と
か
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
架
け
る
話

と
か
、

自
然
を
ゼ
ニ
金
に
す
る
風
潮
が
ま
す

ま
す
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
の
未
来

は
暗
さ
が
増
す
ば
か
り
、
そ
ん
な
気
が
し
き

り
に
し
ま
す
。

熊
本
・

羽
賀
克
己
（
七
五
0
0
)

* 

年
末
に
十
二
回
目
の
台
湾
登
山
の
予
定
で

す
。
兵
庫

・

川
崎
泰
男
（
七
六
0
0
)

* 

今
年
は
妙
高
山
の
初
冠
雷
は
平
年
よ
り一

週
間
遅
い
十
月
十
三
日
で
し
た
。

新
潟
・

白
石
丑
太
郎
（
七
六
四
八
）

* 

今
年
は
子
供
達
と
白
山
に
登
山
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

会
の
山
行
に
も
参
加
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

通
信
を
交
換
し
情
報
や
山
行
の
報
告
な
ど
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。

大
阪
•

井
関

* 

扶
（
七
四
三
二
）

(9)  
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東
京
・

和
田
民
子
（
七
六
六
九
）

* 

会
社
の
組
織
流
動
化
で
課
替
え
が
あ
り、

気
分
の
切
り
換
え
が
き
か
ず
山
が
遠
く
な
り

ま
し
た
。
喘
息
発
作
に
て
こ
ず
っ
て
い
ま

す
。
山
を
歩
い
て
健
康
回
復
に
努
力
し
た
い

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
阪
・

西
尾
俊
子
（
七
九
六
五
）

* 

今
夏
、
中
国
四
川
省
の
大
姑
娘
峰
に
登
っ

て
き
ま
し
た
。
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
の
花
が
満

開
で
一
日
中
歩
い
て
も
尽
き
な
い
草
原
は
魅

力
的
で
し
た
。

東
京
・

伊
佐
九
三
四
郎
（
八
0
九
二
）

* 

白
銀
の
富
士
山
が
あ
か
ね
色
に
輝
く
美
し

い
冬
山
を
眺
め
な
が
ら、

奥
高
尾
の
山
々
や

石
老
山
に
囲
ま
れ
た
田
舎
町
で、

土
の
文
化

（
農
業
）
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

神
奈
川
・

松
岡
繁
（
八
五
五

一―
-
）

* 

残
念
な
が
ら
今
年
も
欠
席
で
す
。
先
日
の

京
都
の
集
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
楽
し

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
か
ら
来
年
の
支
部
の

集
い
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

熊
本
・

門
脇
愛
子
（
八
六
0
五
）

* 

今
年
は
念
願
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
正
月
は
習
山
を
離
れ
台
湾

南
大
武
山
大
麻
里
渓
の
遡
渓
を
計
画
中
で

す
。
埼
玉
•
関
根
幸
次
（
八
八
三
九
）

図
書
紹
介

，
大
分

呻
ー
大
分
県
主
要
山
岳
丘
陵
一
覧I

l
l
n

梅
木
秀
徳
著
一

" " 
東
九
州
支
部
梅
木
副
支
部
長
が、

大
分

県
内
の
主
要
な
山
岳

、

台
地
、
丘
陵

、

島

峙
を
八
地
区
八
十
二
地
域
に
分
け

、

総
数

1
0
七
八
峰
に
つ
い
て
の
名
称、

高
さ

、

測
拭
点

、

地
形

、

別
の
読
み
方

、

古
名

、

地
図
名

、

緯
度

、

径
度
な
ど
を
丹
念
に
調

べ
、

コ
ー
ド
番
号
付
一
覧
表
にし
た
も
の

で
、

森
度
順

、

五
十
音
順
の
索
引
も
つ
け

ら
れ
て
い
る
。

地
形
図
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

名
前
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
や

、

山

名
の
同
定
に
疑
問
が
あ
り

、

要
調
査
の
も

の
、

あ
る
い
は
詩
歌
な
ど
に
読
ま
れ
た
美

称
や
異
称
な
ど
も
そ
の
ま
ま
採
り
上
げ
ら

れ
、

今
後
改
訂
の
項
目
も
出
て
来
る
と
思

わ
れ
る
が

、

各
種
文
献
を
調
べ
た
り、

現

地
で
聞
取
り
を
行
な
っ
た
苦
心
の
跡
も
窺

え
る
労
作
で
あ
る
。

昨
年
十
一
月

、

私
共
は
東
九
州
支
部
会

* 

病
み
上
が
り
の
試
し
と
し
て

、

十
月
に
九

州
本
土
最
高
の
市
房
山
に
登
っ
て、

や
や
自

信
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

長
崎
・

川
里
弘
幸
（
八
八
九
一
―
-
）

の

山

日
本
百
名
山
を
十

一
月
十
二
日
伊
豆
の
万

三
郎
岳
で
完
登
。
二
百
名
山
に
挑
戦
し
ま

す
。
新
潟

・

斉
藤
省
吾
（
八
九
0
-―
-）

* 
* 

員
と
共
に

、

湧
蓋
山
（
ワ
イ
タ
ザ
ン
）
、
万
年

山
（
ハ
ネ
ヤ
マ
）、

切
株
山

、

尺
間
山

、

背
平

山
、

栂
牟
礼
山
（
ト
ガ
ム
レ
ヤ
マ
）
、
沖
黒
島

な
ど
に
登
っ
て
来
た
が

、

こ
れ
ら
の
大
部
分

に
つ
い
て
も

、

異
な
る
呼
称
や、

別
名
の
あ

る
こ
と
が
判
り

、

大
変
興
味
深
か
っ
た
。
大

分
の
山
を
知
る
上
に
欠
か
せ
な
い
資
料
と
思

わ
れ
る
。

未
だ
古
名
も
聞
き
出
す
こ
と
が
で
き
ず、

大
開
発
な
ど
行
な
わ
れ
て
し
ま
わ
な
い
今
の

中
に

、

他
の
地
域
に
お
い
て
も

、

こ
の
よ
う

な

一
覧
の
作
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

一
九
八
七
年
十
一
月
第
一
版
刊

B
5

版
一
八

0
ペ
ー

ジ
編
著
発
行
梅
木
秀

徳
(〒
8
7
0
ー

1
1大
分
市
光
吉
新
町
三
ノ
一
）

定
価

一
0
0
0
円
（
送
料
二
五

0
円
）

（中
村
純
二
）

i

栃
木

の
沢

栃
木
県
山
岳
連
盟
呻

栃
木
県
山
岳
連
盟
が

、

創
立
三
十
五
周
年

の
記
念
事
業
と
し
て
「栃
木
の
沢
」
を
刊
行

し
た
。
加
盟
し
て
い
る
四
十
四
の
山
岳
会
が

手
分
け
を
し
て

、

三
年
間
を
費
し

、

県
内

の
河
川
の
源
流
を
調
査
し
た
。
鬼
怒
川

、

那
珂
川、

渡
良
瀬
川

、

大
谷
川
が
そ
の
主

な
も
の
だ
が
、

調
査
し
た
沢
は
凡
そ
百
本

に
達
す
る

。

県
内
の
山
岳
に
つ
い
て
は
既

に
昭
和
五
十
七
年
に
同
岳
連
か
ら

一
杏
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
の
事
業
に

よ
っ
て
名
実
共
に
「
栃木
の
山
岳
」
の
全

貌
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
各
沢
が
美
し
い

多
数
の
写
真

、

ル
ー
ト
固
、
コ
ー
ス

・

タ

イ
ム

、

責
任
者
名
と
共
に
概
説
さ
れ
て
い

る
。
山
岳
会
の
記
念
事
業
と
し
て
是
れ
以

上
の
価
値
あ
る
記
念
事
業
は
他
に
あ
る
ま

、
。

> 

一
九
八
七
年
十
二
月
刊
、
一
七
三
ペ
ー

ジ
、

．
頒
価
二
0
0
0
円

問
合
先
1
1
栃
木
県
山
岳
連
盟
(
〒
3
2

1

宇
都
宮
市
今
泉
3

ー

1
2ー
3
1
坂

口
三
郎
方
。
電
話
02
8
6
—

2
1
-
0916
)

（河
野
幾
雄
）

図
書
紹
介
i

十
一
月
八
日、

い
い
で
の
里
（
宮
古
地
区
）

に
て
、

福
島
支
部
の
事
業
と
し
て
、
第
三
回

目
の
夫
婦
同
伴
「
ま
ぽ
ろ
し
の
そ
ば
を
食
う

会
」
を
や
り
ま
し
た
と
こ
ろ

、

大
変
会
員
数

が
増
え
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
飯
豊
山
を
見

(10) 
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* 

過
日
全
国
集
会
（
京
都
）
に
参
加、

桑
原

氏
の
「
な
ぜ
京
都
か
」
の
話
を
楽
し
く
聞
き

* 

大
正
二
年

、

大
木
操
氏
撮
影
の
ウ
ェ
ス
ト

ン
の
ガ
ラ
ス
乾
板
の
ご
高
配、

心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
後

、

ウ
ェ
ス
ト
ン
の

大
正
二
年
の
登
山
日
記
を
発
見
し
ま
し
た
。

「
山
渓
」
の
一
月
か
二
月
号
に
概
要
掲
載
の

予
定
。

長
野
・

三
井
嘉
雄
（
九
七
ニ
ハ
）

* 

月
一
ー

ニ
回

、

近
畿
の
ヤ
プ
山
ま
た
は
奥

美
濃
の
山
に
興
味
を
も
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
大
阪

・

熊
田
忠
明
（
九
七
0
八
）

る
会
も
開
い
て
お
り
ま
す

。

福
島
・
五
十
嵐
昭
市
（
九0
二
六
）

* 

最
近
は
南
ア
ル
プ
ス
南
部
を
歩
い
て
お
り

ま
す
。
原
生
林
の
山
々
も
年
々
林
道
の
ナ
グ

リ
込
み
に
あ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

朝
日
岳
沢
口
山

、

大
札
山

、

蕎
変
粒
。
次
は

西
黒
法
師
の
予
定
。

静
岡
・

永
野
敏
夫
（
九
四
九
四
）

* 

宮
崎
支
部
会
員
で
は
県
内
百
山
登
山
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
十
一
月
三
日
に

は
岳
友
の
支
援
を
得
て
、
「
第
一
二
回
ウ
ェ
ス

ト
ン
祭
」
を
開
催
し、

故
人
の
遺
徳
を
偲

び
、

新
た
な
愛
着
を
持
ち

、

青
少
年
に
山
の

魅
力
を
語
っ
て
い
ま
す
。

宮
崎
◆

井
野
元
繁
（
九
六
七
四
）

ま
し
た
。
翌
日
の
比
良
登
山
も
天
気
こ
そ
霧

模
様
で
し
た
が

、

会
長
は
じ
め
皆
さ
ん
と
懇

親
で
き
参
加
の
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。

神
奈
川
・

石
田
喜
八
（
九
八
九
二
）

* 

鹿
児
島
県
隼
人
↓
高
千
穂
↓
霧
島
縦
走
↓

生
駒
高
原
↓
須
木
↓
旧
田
代
八
重
小
跡
↓
横

の
口
↓
市
房
山
↓
大
河
内
↓
椎
葉
↓
鞍
岡
↓

蘇
陽
↓

高
千
穂
と
九
州
中
央
山
地
の
山、

峠

を
十
日
間
歩
き
通
し
ま
し

た
。

大
分
・

三
浦
玲
子
（
九
九
四
0
)

* 

今
年
も
数
多
く
の
登
山
を
楽
し
み

、

「
宮

崎
百
山
」
の
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
宮
崎

・

服
部
敬
二
（
九
九
七
三
）

* 

七
歳
位
か
ら
兄
と
一
緒
に
山
を
歩
き
ま
し

た
の
で

、

今
七
十
一
歳
に
な
り
ま
し
た
が
山

が
好
き
で

、

山
か
ら
離
れ
た
生
活
は
出
来
ま

せ
ん
。

神
奈
川

・

野
々
口
文
子
(
1
0
0
五
一
）

* 

西
日
本
ス
ボ
ー

ツ
新
間
紙
上
に、
今
年
四

月
よ
り

、

毎
週
一
回
「
物
語
ハ
イ
キ
ン
グ
」

を
連
載

、

北
部
九
州
の
山
と
歴
史

、

伝
説
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

福
岡
•

井
上
優

(
1
0
1
―
―五
）

* 

「
三
国
友
好
合
同
登
山
の
成
功
を
祈
る
」

の
趣
旨
で
十
通
。

「
病気
療
羨
中
の
た
め
欠
席
」
「
健
康
を
害

現
地
小
集
会

ー

秋
の
鉢
盛
山
ー集

会
委
員
会

塩
尻
か
ら
西

、

松
本
か
ら
南
西
に
見
え
る

鉢
盛
山
は
、
名
の
ご
と
く
鉢
に
飯
を
盛
っ
た

よ
う
に
見
え
る
お
だ
や
か
で
静
か
な
山
で
あ

る
。「

鉢
盛
は
朝
餡
ま
つ
山
鉢
伏
は
夕
め
し
終

え
て
月
を
ま
つ
山

」
と
塩
尻
に
生
ま
れ
た
歌

人
、
太
田
水
穂
は
そ
の
山
容
を
見
て
こ
う
詠

っ
て
い
る
。

昨
秋

、

九
月
二
十
五
日

、

塩
尻
駅
に
集
合

し
出
席
出
来
ず
残
念
」
等
の
趣
旨
で

神
奈
川
・

旗
有
恒
（
三
四

一
）、

神
奈
川

・

増
本
茂
（
一
四
0
五
）
、
神
奈
川
・

田
中

栄
蔵
（
ニ
―
五
三
）、

東
京
・

橋
爪
幸
達
（
ニ

二
六
四
）、

東
京
・

渡
辺
嘉
男
（
二
四
七
六
）、

新
潟
•

佐
藤
金
一
（
―-五
0
五
）、

長
野

・

高
山
忠
四
朗
（
二
七
0
二
）
、
福
島
・

川
又

恒
一
（
二
七
ニ
―
)、

兵
廊
•

井
上
義
郎
（
四

一
そ八
三
）、

東
京
・

茶
谷
東
海
（
五
一
五
ー
―)、

神
奈
川

・

三
上
正
治
（
五
五
四
―
―
)
、

神
奈

川
・

小
林
重

一
（
七
三
九
七
）
、

東
京
・

大

木
淑
子
（
八
二
六
九
）、

千
葉
・

河
原
正
徳

（
八
六
九
一
）、

東
京

・

高
橋
晋
作
（
八
九

0
八
）、

埼
玉
•

黒
沢
和
士
雄
（
九
七
七
八
）、

京
都
•

佐
藤
武
雄
(
1
0
0七
五
）
他
。

（文
責
・

総
務
委
員
会
）

報
告
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□
9
高

郷
山

荘
へ

ど
う
ぞ

i

i

会
津
の
山
で

一
等
三
角
点
「
飯
豊
山」

i

と
9

C
.

i
を
始
め
十
五
峰

、

そ
の
な
か
に
「
鳥
屋

i

i
山
」
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
＂

i
「鳥
屋
山
」
の
山
開
き
は
四
月
二
十
四
~

~
日
で
す
。

i

日
本
山
岳
会
高
郷
山
荘
に
泊
っ
て
登
~

一
山は
で
き
ま
せ
ん
が

、

残
雷
を
踏
み

、

i

i
カ
タ
ク
リ
の
花
を
親
な
が
ら
山
開
き
に

i

i
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

i
▽
山
荘
一
泊
（
素
泊
り
・
寝
袋
持
参
）

一

九
0
0
円

一
）

i
▽
水
道

・
ガ
ス
・

電
気
・

風
呂
場
完
備

i
1
1

( 

i
▽
山
荘
電
話

l
 

0
二
四
一
ー
四
四
ー
ニ
三
六
六

i

i
国
道
四
九
号
郡
山
よ
り
車
で
約一一時
間

i

i
J
R

磐
越
西
線
荻
野
駅
下
車
し
駅
前

i

i
よ
り
歩
き
で
十
五
分

i
（
連
絡
先
）

i
〒
9
6
9
|
4
3
耶
麻
郡
高
郷
村
・
高
郷
村

i

i

役
場
企
画
課

0
2
4
1
-

4
4-
2
1
1
1

i
 

i
〒
9
6
9
．ー

4
3
耶
麻
郡
高
郷
村
・
荻
野
駅

i

i

前
伊
藤
慈
仁

0
2
4
1

ー
4
4-
2
1
2
4
i
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し
た
総
勢
二
十
五
名、

そ
れ
ぞ
れ
の
車
に
乗

り
合
せ
て

、

登
山
口
で
あ
る
朝
日
村
に
向
う
。

ほ
の
か
に
香
の
す
る
桔
梗
ケ
原
の
プ
ド
ウ

畑
を
横
切
り

、

前
に
鉢
盛
山
を
望
み
な
が

、
．



ア
カ
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ
の
林
が
、
ミ
ズ
ナ

ラ
や
キ
ハ
ダ

、

ミ
ズ
キ
な
ど
夏
緑
の
広
葉
樹

に
変
わ
り
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
や
ダ
ケ
カ
ン
バ
を

混
え
た
笹
原
の
な
か
を
折
れ
な
が
ら
進
む

と
、
松
本
平
は
も
う
目
の
下
で
あ
る
。

岳
沢
の
橋
を
渡
る
と
登
山
道
で
あ
る
林
界

の
尾
根
は
目
の
前
だ
。
岳
沢
入
尾
根
で
あ
る
．

登
山
道
の
入
口
で
挨
拶
と
身
仕
度
を
す
ま

せ
、

地
元
の
保
科
会
貝
よ
り
頂
い
た
ジ
ョ
ナ
さ
原
を
横
切
る
と
、
村
界
尾
根
の
小
さ
な
コ

ホ
ー
ル
と
い
う
リ
ン
ゴ
を
各
自
ザ
ッ
ク
に
し
ル
で

、

早
や
コ
パ
ノ
ミ
ツ
バ
ッ
ッ
ジ
や
ナ
ナ

の
ば
せ
て
、
早
速
登
り
に
か
か
る
。
カ
マ
ド
な
ど
が
色
づ
き
始
め
て
い
た
。

コ
メ
ッ
ガ
に
シ
ラ
ビ
ソ
と
い
う
亜
高
山
帯
村
界
尾
根
を
左
に
折
れ
、
シ
ラ
ビ
ソ
の
林

特
有
の
森
の
中
を
、

下
生
え
の
植
物
を
楽
し
の
中
を
オ
サ
バ
グ
サ
、
ゴ
カ
ヨ
ウ
ォ
ー
レ

み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
登
る
。
カ
モ
シ
カ
棚
、
ン
、
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
カ
ニ

カ
モ
シ
カ
な
ぎ
と
大
滝
沢
の
源
流
を
左
に
見
コ
ウ
モ
リ
な
ど
林
床
を
色
ど
る
植
物
を
楽
し

な
が
ら
、
な
お
も
登
る
と
明
か
る
く
開
け
た
み
な
が
ら
、
鉢
盛
坂
を
ひ
と
登
り
す
る
と
権

く
さ
原
に
出
る
。
現
の
庭
で
あ
る
。
地
元
で
は
神
の
タ
ン
ボ
と

ハ
ト
胸
を
右
に
見
て、

夏
の
名
残
り
の
く
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
ワ
タ
ス
ゲ
、
ア
オ
ノ
ッ

〇

ら

、
木
曽
義
仲
が
馬
を
洗っ
た
と
い
う
洗
馬

2
 に
入
る
と
、
折
し
も
村
は
秋
祭
り
の
最
中
で

あ
っ
た
。

3
 

鉢
盛
権
現
に
お
供
え
す
る
御
造
酒
の
用
意

8
 
8
 

, 
も
そ
こ
そ
こ
に

、

秋
の
取
り
入
れ
を
右
や
左

ー

3
 

5
1
に
見
て
、
朝
日
村
最
奥
の
御
馬
越
（
オ
ン
マ

ゴ
）
か
ら
野
俣
沢
沿
い
に
つ
け
ら
れ
た
林
道

山）
に
入
る
。

出
作
り
の
山
の
畑
を
過
ぎ
る
と
林
道
は
曲

可認物
り
な
が
ら
上
へ
奥
へ
と
伸
び
て
行
く
。
傍
ら

便郵
の
ス
ス
キ
も

し

つ
か
り
と
穂
を
つ
け

、

山
の

種三
秋
が
駆
け
足
で
く
る
こ
と
を
知

ら
せ
て
い

る
。

第
( 

ガ
ザ
ク
ラ
な
ど
が
見
ら
れ

、

シ
ラ
タ
マ
ノ
キ
い
が
、
雲
―
つ
な
い
快
晴
に
恵
ま
れ
て
、
そ

が
名
の
通
り
小
さ
な
真
珠
ほ
ど
の
白
い
実
を
の
な
が
め
は
す
ば
ら
し
い
。

つ
け
て
い
る

。
大
滝

、
鍋
冠
山
の
前
山
か
ら

、
槍

、

穂
高

シ
ラ
ピ
ソ
や
ト
ウ
ヒ
の
濃
い
緑
の
中
に
、
を
始
め
と
す
る
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
、
恵
那

ダ
ケ
カ
ン
バ
の
黄
色
が
鮮
や
か
に
映
え
て
美
山
か
ら
駒
ケ
岳
の
中
央
ア
ル
プ
ス

、

仙
丈

、

し
い
。

甲
斐
駒
の
南
ア
ル
プ
ス
、
諏
訪
の
湖
と
八
ケ

村
営
の
避
難
小
屋
、
鉢
盛
山
荘
の
前
で
一
岳
の
生
々
、
高
ボ
ッ
チ
、
鉢
伏
山
、
美
ケ
原

休
み
し
、
小
屋
裏
手
の
坂
を
頂
上
目
指
し
て
の
な
だ
ら
か
な
山
々
、
遠
く
黒
姫
、
戸
隠
の

ゆ
っ
く
り
登
る
。
鉢
盛
権
限
の
小
さ
な
祠
が
山
々
ま
で
が
一
望
に
見
わ
た
せ
る
。

ひ
っ
そ
り
と
建
つ
頂
上
は
思
っ
た
よ
り
せ
ま
手
を
伸
ば
せ
ば
届
き
そ

う
な
乗
鞍
を
前

去
る
十
一
月
三
日
、
山
崎
さ
ん
が
二
日
に
急
逝
さ
れ
た
知
ら
せ

を
受
け
ま
し
た
。
茫
然
自
失
。
享
年
九
十
。
「
霧
の
旅
会
」
の
創

立
者
の
一
人
で
、
会
は
日
本
山
岳
会
よ
り
古
い
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。

山
岳
会
の
行
事
に
も
数
多
く
参
加
さ
れ
て
お
り
、
私
も
何
回

か
お
供
さ
せ
て
戴
い
た
が、

お
年
と
も
思
え
ぬ
お
元
気
で
い
つ
も

慈
父
の
よ
う
な
温
顔
で
二
十
も
若
い
私
は
随
分
可
愛
が
っ
て
戴
き

ま
し
た
。
「
土
曜
会
」
に
も
欠
席
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
で
す
が
、
九
月
十
九
日
が
最
後
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

最
近
は
九
月
一
日
よ
り
七
日
ま
で
乗
鞍
に
行
か
れ
土
曜
会
へ
も

お
元
気
で
出
席
さ
れ
、
そ
の
節
の
お
話
な
ど
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
も
う
あ
の
お
声
も
聞
か
れ
な
い
と
思
う
と
心
淋
し
い
思
い

で
す
。
冬
の
高
湯
へ
お
供
し
た
こ
と
、
紅
葉
会
や
山
行
で
、
会
の

皆
さ
ん
と
ご
一
緒
し
た
こ
と
な
ど
、
走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
出
は

つ
き
ま
せ
ん
が

、

土
曜
会
に
出
ら
れ
た
あ
の
お
姿
が
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
の
が
、
出
席
の
人
達
に
と

っ
て
も
一
番
淋
し
い
こ
と
で
し

ょ
う
つ
。

山
崎
金
次
郎
さ
ん
の
急
逝
を
悼
む

名
児
耶
連
男

お
若
い
頃
は
、
ハ
ー
レ
ー
（
米
国
製
オ
ー
ド
バ
イ
）
に
乗
っ
て

街
を
馳
し
ら
れ
た
と
い
う
か
ら

、

大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
の
モ
ダ

ン
ボ
ー
イ
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

お
勤
め
は
日
本
光
学
で
、
そ

の
ご
関
係
で
外
地
へ
も
行
か
れ
た
と
か
。
お
人
柄
が
出
来
た
の
も

そ
の
た
め
で
し
よ
う
か
。
土
曜
会
で
物
静
か
に
話
さ
れ
る
口
調

は
、
私
達
が
恥
か
し
い
ほ
ど
で
し
た
。

昨
年
、
若
い
人
の
心
遣
い
で
米
寿の
お
祝
い
に
「
う
か
い
鳥

山
」
に
行
か
れ
た
時
は
、
私
は
入
院
を
控
え
て
お
供
さ
せ
て
戴
け

な
か
っ
た
が

、

大
変
に
楽
し
い
山
行
で
あ
っ
た
そ
う
で
非
常
に
喜

ん
で
お
ら
れ
た
。

山
崎
さ
ん
に
急
逝
さ
れ
た
こ
と
は
、
ご
迫
族
に
と
っ
て
さ
ぞ
お

心
残
り
で
あ
っ
た
と
拝
察
さ
れ
ま
す
が
、
天
寿
を
全
う
さ
れ
て
大

往
生
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
の
み

で
す
。

告
別
式
で
は
お
だ
や
か
な
遺
影
が
参
会
者
を
見
て
お
ら
れ
た

が
、
今
後
は
天
国
の
一
角
か
ら
私
ど
も
を
見
つ
め
て
い
て
下
さ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

昭
和
六
十
二
年
十
二
月

l

追
埠

(12) 
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で
の
冬
季
初
縦
走
に
成
功
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
昭
和
四
十
年
よ
り
十
五
年
間
に
亘

り
、
日
大
山
岳
部
長
を
務
め
ら
れ
、
こ
の

前
日
大
山
岳
部
長
（
元
日
大
生
産
工
学
問
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
、
日
大
シ
タ

・

部
教
授
、
東
大
山
の
会
会
員
）
。
十
二
月
ニ
ッ
ツ
ラ
峰
登
山
隊
の
隊
長
と
し
て
参
加
。

十
日
十

一
時
三
十
分

、

肺
炎
の
た
め
逝
去
さ
ら
に
昭
和
五
十
三
年
に
は

、

日
大
北
極

さ
れ
ま
し
た
。
享
年
八
十
一
―
-
。
謹
ん
で
哀
点
遠
征
隊
の
総
隊
長
と
し
て
陣
頭
指
揮
に

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
当
り
、
成
功
に
羽
か
れ
た

。

氏
は
、

昭
和
一
桁
時
代
、
旧
制
六
涵
山
著
書
と
し
て
は

、

昭
和
六
十
一
年
―
―
―

岳
部
員
と
し
て

、

穂
高
連
峰
の
積雪
期
の
月
、

『穂
高
・

ヒ
マ
ラ
ヤ

・

北
極
』
を
自

開
拓
時
代
に
活
躍
さ
れ

、

昭
和
八
年
一
月
費
出
版
さ
れ
て
い
る
。

二
日
、
槍
ケ
岳
か
ら

北
鎌
尾
根
の
独
標
ま

に
、

思
い
思
い
の
場
所
で
四
囲
の
山
々
を
充

分
に
堪
能
す
る
。

穂
商
の
山
々
を
ち
ょ

っ
と
違
う
角
度
か
ら

な
が
め
な
が
ら
昼
食
に
す
る
。
自
己
紹
介
、

近
況
と

、

ま
た
か
つ
ぎ
あ
げ
た
御
造
酒
も
あ

が
り

、

出
発
時
間
を
延
長
し
て
の
山
頂
の
楽

し
い
一
刻
で
あ
っ
た
。

全
員
打
ち
揃
っ
て
の
記
念
撮
影
も
終
え、

名
残
り
も
惜
し
く
頂
上
を
後
に
す
る
。

下
り
道
は
山
談
議

、

薬
楊
談
競
に
花
を
咲

か
せ
つ
つ

、

登
山
道
入
口
に
全
員
無
事
に
下

山
す
る
。

秋
の
陽
は
ま
だ
商
く
、
互
い
に
語
り
足
ら

ず
と
い
う
こ
と
で

、

お
別
れ
会
を
行
な
う
こ

と
に
な
り
、
全
員
で
麓
の
会
場
ま
で
地
元
の

日
饂
会
員
の
先
森
で
移
動
す
る。

針
尾
の
舟
ケ
沢
と
い
う
野
趣
豊
か
な
会
場

l

訃
報洞

田

清
氏

（
会
員
番
号
五
五
四
五
番
）

で
、

山
女
魚
の
塩
焼
き
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
川
名

、

山
本

、

古
高

、

祖
父
川
精
治

、

湯
本

つ
つ
、

今
日
の
山
行
を
思
い
お
こ
し
、
ビ）
一

彦
、
高
橋
寿
美
江

、

斉
藤
敏
男
、
大
塚
玲

ル
や
地
酒
で
乾
盃。

子
、
石
井
恵
美
子
、
林
桂
子

、

藤
田
礼
子

、

山
行
の
計
画
や
思
い
出
、
山
の
湯
の
思
い
神
山
良
雄

。
（

白
木
正
俊
）

出
な
ど
山
で
結
ば
れ
た
仲
間
の
語
ら

い
は
つ

岩
手
支
部
通
信

き
ず
、
山
女
魚
の
お
か
わ
り
も

二
度
、
三
度

と
続
き
、
時
の
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
る
楽
し
い

会
で
あ
っ
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
今
日
の
山
行
に
感
謝
し
女
雪
見
会、

一
月
二
十
九
日

、

盛
岡
市
の
プ

つ
つ
、

そ
れ
ぞ
れ
次
回
の
山
行
と
再
会
を
約
ル

ー

メ
で
寒
さ
を
酒
と
旧
交
で
温
め
大
盛

し
て
、

神
山
会
員
の
散
会
の
挨
拶
と
と
も
会
。
参
加
者
十
八
名

。

に
、

ほ
ん
の
り
も
み
じ
に
染
ま
っ
た
夕
暮
れ
阿
部
国
雄

、

石
村
実

、

石
村
日
満
子

、

関

の
鉢
盛
山
に
別
れ
を
つ
げ
た
。
口
宏

、

宮
延
穂
、
佐
藤
正、
大
関
和
夫

、

立

参
加
者

三
ツ
石
清
、
白
木
正
俊、

保
科
文
花
幹
雄

、

松
田
和
弘

、

杷
田
房
男
、
二
上
純

人
、
日
置
邦
、
滝
絃
之
、
岡
沢
祐
吉
、
菅
野
一
、
川
島
弘
也
、
畠
山
優

、

高
橋
良
晴、

菊

弘
章
、

里
見
消
子

、

丸
茂
キ
ク
エ

、

新
井
陽
地
修
身

、

近
藤
有
鹿
、
小
野
寺
正
英

、

佐
藤

一
郎
、
福
島
幸
太
郎
、
入
澤
郁
夫
、
林
利
之
、
敏
彦
。

六
十
三
年
度
行
事
は
次
の
通
り

．

女
春
の
例
会
1
1

四
月
十
六
日
（
土
）
有
志
の

み
空
雲
山
へ
。

夕
六
時
、
岩
手
支
部
編
「
か

ぬ
か
平
の
山
々
」
（
現
代
旅
行
研
究
所
発
行
）

の
出
版
記
念
の
夕
。

所
・

玉
山
村
好
摩
駅
前
、
高
田
屋
旅
館、

一泊
三
食
付
、
五
七
0
0
円
＋
酒
代
他
。

山
行
•

四
月
十
七
日
（
日
）
姫
神
岳

世
話
人
・

石
村
実
、
0
一
九
六
ー
八
三ー

一
九
四
四

女
秋
の
例
会
1
1

九
月
二
十
四
日
（
土
）
有
志

の
み
笠
通
山
へ
。

夕
六
時
集
合

、

所
・

遠
野
市

、

海
老
藤
旅
館
、
一
泊

食
、
六
0
0
0
円

（松
田
雄

一
）

一
月
理
事
会1

月
1
3日
午
後

6

時
3
0分

場
所
本
会
ル
ー
ム

出
席
者

今
西
会
長
、
大
塚
、
村
木
両
副
会

長
、
鴫
原
、
太
田
、
織
田
沢
、
大
橋
、
鈴
木

、

関
塚

、

橋
本
、
松
永
、
早
坂

、

浜
口
、
小

林
、

新
井
、
大
森
、
岡
沢
、
勝
山
各
理
事、

太
田
幹
事
、
平
林
、
山
野
井
評
議員

委
任

田
部
井
理
事

審
議
事
項

＊

大
阪
市
立
大
学
日
中
友
好
学
術
登
山
隊

（
一
九
八
九
）
の
後
援
依
頼
の
件
承
認

報
告
事
項

＊
三
国
登
山
南
側
ド
ク
タ
ー
交
替
1
1
山
下

俊
一
↓

忽
滑
谷
和
孝

、

北
側
隊
員
交
替
I
I

神
崎
忠
男
↓

小
池
英
雄

、

北
側
隊
員
1
1
高

山
行
・

九
月
二
十
五
日
（
日
）
片
羽
山

世
話
人
・

田
鎖
寿

、

0

一九
六
ー

六
一ー

六
七
八
三

＊
第
九
回
ヒ
ン
ズ
ー

ク

シ
ュ
・

カ
ラ
コ
ル
ム

研
究
会
1
1
支
部
・

水
沢
山
岳
会
共
催
。

時
·

十
一
月
十
九
日
、
二
十
日

所
・

水
沢
市

、

会
場
未
定

参
加
費
、
一
万
円

、

世
話
人
・

菊
地
修
身

、

0
一
九
七
ー
ニ
五

ー
四
七
四
三

※
い
ず
れ
も
一
週
間
前
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
申

込
む
こ
と
。
（

佐
藤
敏
彦
）

(13) 
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橋
省
酉

＊
横
浜
ウ
ェ
ス
ト

ン
祭
は
近
く

実
行
委
員
会
を
つ
く
る
。

＊
海
外
1
1

一
月
二
十
七
日
に
南

極
徒
歩
行
の
R
・

ス
ワ
ン
氏

の
講
演
会
を
予
定

＊
財
務
1
1

三
国
登
山
の
募
金
状

況
は

、

十
＿
一
月
三
十
一
日
現

在
の
会
員
募
金
ー
ー

五
九
五

名
、
一
五
二
三
口

、

七
、

六

一
六‘

-
0
0
円

、

企
業
六

社
、

一
―
-
、

0
四
0

、

0
0
0

円
＊
集
会
1
1

一
月
十
五
1

十
七
日

に
ス
キ
ー
懇
親
会
、
二
月
七

日
、

奥
久
慈
・

男
体
山

＊
図
書
1
1

一
二
月
十
九
日、

山
岳

史
懇
談
会

、

堀
田
弥
一
氏

＊
科
学
1
1

一
月
二
十
一
日
談

話
会

＊
医
療
1
1

一
一
月
二
十
六
日
講

演
会
「
登
山
と
水
分
補
給
」

鈴
木
政
登
氏

＊
高
所
1
1

十
二
月
十
九
日
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
報
告
を
会
報

に
掲
載
す
る
。

＊
婦
懇
1
1

忘
年
会
の
参
加
者
は

七
十
四
名
。
一
月
二
十
六
日

に
新
年
会

＊
総
務
1
1

三
月
十
二
H

新
入

会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

1
1日
総
務
委
員
会

1
3日
在
京
評
議
員
会
、
理
事
会

1
8日
図
書
委
員
会

1
9日
自
然
保
護
委
員
会

( 1 月 ）

評
議
員
会

日
時

十
一
月
九
日
（
月
）
午
後
六
時
半

場
所

本
会
ル
ー
ム

出
席
者

今
西
会
長

、

大
塚

、

村
木
副
会
長

、

松
田

、

山
田

、

大
島

、

広
羽

、

大
森

、

安
間

、

中
世
古

、

宗
賞
、
佐
々
木

、

近
藤
、
越
智

、

山
野
井

、

田
中
各
評
議
員

、

鴫
原
常
務
理
事

、

児
玉
書
記

、

以
上
十
八
名
出
席

議
事(

1
)
本
年
度
名
誉
会
員
推
駕
の
件

本
年
度
は
推
悪
者
な
し
と
決
定
し
た
。

(2
)
会
長
諮
問
事
項
に
関
す
る
検
討

本
件
に
関
し
て
は

、

答
申
案
と
し
て
の
最

終
的
な
結
論
を
得
ら
れ
ず

、

引
続
き
在
京
評

鏃
員
会
で
審
議
す
る
こ
と
に
す
る
。
以
上

報
告
事
項

＊
理
事
会
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
評
鏃
員
会

で
は

、

昨
年
の
七
月
二
十
五
日
の
会
長
諮
問

に
関
す
る
評
議
員
会
の
答
申
が
ほ
ぽ
ま
と
ま

っ
た
と
の
報
告
が
山
野
井
評
議
員
に
よ
っ
て

行
な
わ
れ
た
。

(14) 
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さ
く
ら
ハ
イ
ク

せ
ん
f
ん

●

奥
多
摩
・
浅
間
嶺
（
九0四
＂り
）

新
旧
会
員
交
流

三
水
会

科
学
委
講
演
会
、
学
生
部
指
尊
委
員

会図
書
委
員
会

資
料
委
員
会

婦
懇
新
年
会

海
外
委
講
演
会

R
・

ス
ワ
ン
氏

自
然
保
護
事
務
局
会
諮

1

月
来
室
者
3
2
1
名

＠
談
話
会

三
月
二
十
五
日
（
金
）
六
時
半
、
ル
ー
ム

登
山
の
行
動
科
学
千
葉
重
美

同
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
小
山
内
正
夫

四
月
十
五
1
3

（
金
）
六
時
半
、
ル
ー
ム

山
の
航
空
写
真
あ
れ
こ
れ
大
森
弘
一
郎

科
学
研
究
委
員
会

＠
新
入
会
員
歓
迎
．

* 

含 234-6859

しもこ
ておの
い知電
まら話
すせで

29 27 26 25 22 
日日日日日

21 20 
日日

r危
険
な
動
物
と
安
全
登
山
」

登
山
活
動
を
お
び
や
か
す
動
物
が
い
ま

す
。
毒
蛇
や
ヒ
ル
、
ダ
ニ
な
ど
は
そ
の
例
で

す
が

、

ッ
ツ
ガ
ム
シ
や
マ
ラ
リ
ア
、
寄
生
虫

な
ど
も
地
域
に
よ
っ
て
は
か
な
り
危
険
な
存

在
で
す
。

こ
れ
ら
の
動
物
の
解
説
と
対
応
の
仕
方
に

つ
い
て
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
を
行
な
い
ま
す
の
で

多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時

四
月
十
六
日
（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
し
五
時

®
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時

••••••••
••••••••• 

会
員
異
動

...

..........

... 

退
会

田
中
善
一
（
四
九
一
四
）

増
木
康
郎
（
三
ニ
ー
六
）

押
谷
裕
子
（
九
二
七0
)

物
故

岩
永
安
雄
（
四
八
七
0
)
1
2月
2
5日

奥
井
忠
保
（
五
九
六
―
-
）1
0月
3
1日

歩
行
時
間
は
四
時
間
程
度

四
月
十
七
日
（
日
）

武
蔵
五
日
市
駅
前
十
時
集
合

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せは
事
務
局
へ
。
資

料
を
送
付
し
ま
す
。
（
雨
天
中
止
）

総
務
委
員
会
・
集
会
委
員
会

* 
1

月

大
味
精
司
（
七
二
七
一
）
6

月

帰
国

前
田
精
三
（
五
四
六
三
）

終
身
会
員
へ

寺
本
滉
（
四
六

0
1―
-
）

氏
名
変
更

荒
井
弘
美
↓
山
中
弘
美
（
九
九
六
一
）

場
所
本
会
ル
ー
ム

参
加
費
五
百
円
（
予
稿
集
費
）

メ
イ
ン
テ
ー
マ

危
険
な
動
物
と
安
全
登
山

講
師
と
濱
題

●

ッ
ツ
ガ
ム
シ

千
葉
県
衛
生
研
究
所
長

太
田
原
美
作
雄
氏

国
立
科
学
博
物
館
動
物
研
究
部

浅
沼
靖
氏

国
立
予
防
衛
生
研
究
所

影
井
昇
氏

前
、

国
立
予
防
衛
生
研
究
所

近
藤
了
氏

●
昆
虫
と
ヒ
ル
元
、
三
井
金
属
鉱
業
（
株
）

取
締
役

塩
原
幹
治
氏

●

ク
マ
本
会
会
員

中
村
純
二
氏

●

マ
ラ
リ
ア
及
び
治
療
全
般

本
会
会
員

浜
口
欣
一
氏

科
学
研
究
委
員
会

●

ヘ
ビ

●
寄
生
虫

●
ダ

あ
と
が
き

す
で
に
こ
の
会
報
で
も
害
き

、

理
事
会
で
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
先
月
号

よ
り
使
用
活
字
を8
ボ
イ
ン
ト
か
ら
9

ポ
イ

ン
ト
と

大
き
く
し
、
ペ
ー
ジ
数
も
増
ベ
ー
ジ

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
毎
月
二
十
日
発
行
も

極
力
守
る
よ
う
努
め
る
つ
も
り
で
す
。

▼
こ
の
た
め
、
寄
稿
さ
れ
る
原
稿
も、

分
か

り
易
い
（
達
箪
で
な
く
と
も
よ
い
）
字
で、

誤
っ

た
活
字
が
使
わ
れ
な
い
よ
う
、
誰
に
で

も
読
め
る
よ
う
に
は
っ
き
り
と
魯
き
、
一
行

十
七
字
か
二
十
字
に
し
て
（
ワ
ー
。
フ
ロ
の
場

合
は
行
間
を
広
く
と
っ

て
）
原
稿
用
紙
を
使

っ
て
お
送
り
下
さ
い
。

▼
指
定
す
る
月
の
会
報
に
記
事
を
載
せ
て
も

ら
う
（
お
知
ら
せ
原
稿
な
ど
）
た
め
に
は、

そ
の
月
の
前
月
十
日
ま
で
に
当
委
員
会
へ
原

稿
を
入
れ
て
下
さ
い
。

日
時
、
場
所
、
講
師

名
な
ど
不
詳
部
分
が
あ
る
と
き
は
、そ
の
部

分
を
空
字
と
し
、
分
か
り
次
第
連
絡し
て
下

さ
い
。
（
会
報
編

集
委
員
会
）

昭
和
六
十
三
年
一1一月
―
―
十
日
発
行

1
0
2東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五
ー
四

サ
ン
ビ
ュ
ウ
ハ
イ
ツ
四
番
町

発
行
所
紐
直
日
本
山
岳
会

発
行
者
今
西
寿
雄

編
集
代
表
岡
沢
祐
吉

電
話
東
京
(
2
8
1
)
四
四
三
―
―
―

振
替
口
座
東
京
三
ー
四
八
二
九
番

東
京
都
港
赤
区
坂
一
ー

三
ー
六

赤
坂
グ
レ
ー
ス
ビ
ル

株
式
会
社
技
報
堂

印
刷
所

(15) 
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